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序　　文

緑豊かな田園地帯が広がる早良平野のほぼ中央に位置す

る田村地区にも近年急速な宅地化の波が押し寄せていま

すOそれに伴い道路の整備、学校建設等の事業が数多く行

われていますO

福岡市教育委員会では田村団地内に建設される小学校予

定地の埋蔵文化財発掘調査を昭和59年から60年にかけて行

いました。この調査では、縄文時代晩期の遺構、弥生時代

前期の甕棺墓、条里制遺構、平安時代から鎌倉時代にかけ

ての溝・建物・井戸等が検出されました。本書はこの内の

条里制遺構一平安時代から鎌倉時代にかけての調査成果を

まとめたものです。

本書が市民の皆様の文化財の理解の一助となり、広く活

用されることを願うと共に研究資料の一つとなれば幸いで

す。

発掘調査から資料整理に至まで、地元関係者をはじめ多

くの方々のご協力をいただきました。ここに心から謝意を

表するものです。

昭和63年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　佐藤善郎



例　言

1・本書は福岡市建築局による田村小学校建設に伴ない、福岡市教育委員会が昭和59（1984）

年度から昭和60（1985）年度にかけて発掘調査を実施した田村遺跡第5次調査の古代末から

中世にかけての遺構の報告であるO他のものについては次報告で行なう。

2．本書に掲載した遺構の実測は二宮忠司、浜石哲也、佐藤一郎、赤司善彦、岡部裕俊、撮影

は二宮、浜石があたった。空中写真は空中写真稲富による。

3．本書に掲載した遺物の実測は金属製品を久保寿一郎、他は佐藤、撮影は二宮、松村道博が

あたった0

4・製図は佐藤、藤村佳公恵、大庭友子が行なった。

5．本書の執筆は、Iを二宮、他は佐藤が行なった0

6・本書に使用する基準方位は磁北で、真北との偏差6040′Wである0

7・本報告の記録類、出土遺物はi収蔵整理の後、福岡市埋蔵文化財センターで保管される。

8・本書の編集は佐藤が行なったO
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Ⅰ　は　じ　め　に

1　調査に至る経過

1980（昭和55）年より市営住宅建築予定地内の埋蔵文化財の事前発掘調査が開始され、多くの

遺構に伴って数多くの遺物が出土している。これは『田村遺跡Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ』（福岡市埋蔵文化

財調査報告書第89集・第102集・第167集）としてすでに刊行されている。この田村遺跡発掘調

査途中において小学校建設が計画され、福岡市建築局ならびに市教育委員会施設課から文化課

（現埋蔵文化財課第1係）に埋蔵文化財の有無について埋金があったO予定地は第1次調査地点

の北側で最も遺構の残存状態がよいところであり、縄文時代から鎌倉時代の複合遺跡で田村遺

跡の中心地であることが判明していた。このため試掘調査を行いその実態を調査した結果、予

想どおりの遺構を3面検出したため建築局、施設課と協議をもち、全域（16，000㎡）を発掘調査

対象面積とし、昭和59年7月から昭和60年4月までと6月に発掘調査を行った0

2　調査の組織

調査委託　　福岡市教育委員会施設課

調査主体　福岡市教育委員会文化課埋蔵文化財第1係（現埋蔵文化財課第1係）

生田征生（前課長）柳田純孝（前係長．課長）折尾学（係長）岡嶋洋一（前庶湊）

岸田隆（庶務）二宮忠司．浜石哲也・佐藤一郎（調査担当）

調査・整理補助　　赤司善彦・岡部裕俊・大庭友子・田中稿二・村上かをり．藤村佳公恵

資料整理．調査協力者　　午尾豊・太田孝房．尾崎達也．鬼丸邦宏・榊太郎・榊光雄・柴田

大正・広田義美．藤崎友記．結城弥澄・青柳恵子．有吉千栄子・伊藤みどり．牛尾秋子・牛尾

シキヨ・牛尾奈美枝・牛尾二三子・牛尾睦子・大内文恵・大穂朝子・大穂栄子・尾崎八重．尾

崎京子・太田頼子・金子ヨシ子・菊池栄子・菊池キミ・菊池ミツヨ・北島藤子・菰田洋子．斎

藤美紀枝．榊スミ子・清水文代．正埼由須子・杉村文子・惣慶トミ子・多田映子・典略初・戸

渡洋美・中牟田サカエ．鍋山千鶴子・西島タミエ・西島初子・西納テル子・西納トシエ・能美

八重子・浜田澄美枝・林嘉子・平田政子．平田ミサ子．平野ミサヲ・藤タヶ・藤崎洋子．細川

ミサヲ・真名子順子・真名ユキエ．真鍋チエ子．八尋君代・山下サノエ・山西人美・結城君

江・結城シズ．結城千賀子・結城信子．吉岡員代．吉岡タヤ子・吉岡蓮枝・米島バツネ・脇坂

ミサヲ

この他にも地元の方々をはじめとして数多くの人々のご理解とご協力に依って発掘調査なら

びに資料整理が支障なく行われ、また多くの御指導、御助言を得た。記して感謝したい。

ー1　－



Ⅱ　遺跡の位置と環境

田村遺跡は、福岡平野の西部、早良平野を流れる室見川の中流東岸福岡市早良区大字田に位

置するO遺跡一帯は、江戸期から明治22（1889）年までは早良郡田村と称され、明治22年近隣の

7か村と合併し田隈村の大字となり、昭和29（1951）年に福岡市に編入される。
11l1）

「田村」の地名が文献上に初出するのは応永4（1397）年の飯盛宮行事帳であるが、大日本地
のけ

名辞書は近世の田隈村を律令期の和名類衆抄にみられる早良郡能解郷に比定している。その説

に沿えば、当遺跡が時期は下って安元2（1176）年の八条院領目録に初出する野介荘に属する可

能性が考えられるOこれから述べていく当遺跡の調査の成果と併せて考えると興味深いO

田村遺跡が位置する早良平野は広義の福岡平野の西部にあたり、西を背振山系から北へ派生

する叶岳、長垂山塊、東を油山々系から北へ延びる平尾丘陵で限られる。室見川を中心とする

河川の沖積作用によってその大部分を形成された平野中央部での発掘調査例は、近年の開発に

伴ない増えてきているO田村遺跡のほか、原遺跡、鶴町遺跡、次郎丸高石遺跡、四箇遺跡等があ

げられるO徴高地では集落や墓地、低湿地では杭列や柵状遺構等の水利に関する遺構が検出さ

れているO丘陵や台地から沖積平野に定住するまでには、断えず水系をはじめとする自然環境

を改変し、それとの調和をはかっていくために多大な労力を費やさねばならなかった。田村遺

跡では、下表に示す通り、1978年来7次にわたって発掘調査を行ってきた。概要については、

既刊の報告書を参照されたいO

註1）　福岡市教育委員会『飯盛神社関係史料集』1981以下　川添昭二他編『福岡県

地名大辞典』によるO

第一表　田村遺跡発掘調査一覧表

調査次数
調査監覧

調査面積 （㎡） 調　 査　 期　 間 備　　　　　 考

1
高赫 2

3，0 00 19 78・10・11～1978 ．12．2 学校建設 にともなう

2
証2

第 1 ・2 地点 －2 ，6 50 19 80．12．5～19 81．4 ．14 共住建設 にともなう

3
証3

第 3 ・4 ．5 地点 12 ，8 20 19 81．4 ・22－19 82・5．15 共住建設にともなう

4 第 8 地点 8 ，500 19 83．1・20～ 19 83．6．15 共住建設にともなう

5 第 10地点 17 ，000 1984 ・7・1～198 5・7 ・6 学校建設にともな う

6 第 11地点 800 1984 ・8・1－19 84・9 ．10 店舗建設にともなう

7
註4

第 12地点 1，800 1984 ．12 ．1～1984 ．12．2 9 道路建設にともなう

註1）福岡市教育委員会『高柳遺跡』　　福岡市埋蔵文化財調査報告書第70集1981
註2）福岡市教育委員会『田村遺跡I』　福岡市埋蔵文化財調査報告書第89集1982

福岡市教育委員会『田村遺跡Ⅱ』　福岡市埋蔵文化財調査報告書第104集1984
註3）福岡市教育委員会『田村遺跡Ⅲ』　福岡市埋蔵文化財調査報告書第167集1987
註4）福岡市教育委員会『田村遺跡Ⅳ』　福岡市埋蔵文化財調査報告書第168集1987
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今

1・田村遺跡
2・有田遺跡
3．原　遺跡
4．吉武遺跡
5．四箇遺跡

7．鶴町遺跡
7．次郎丸高石遺跡

・遺跡 。古墳群

第1図　周辺の遺跡（1／50000）
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Ⅲ　発掘調査の概要と経過

調査区は、農業用水路の西側をb区、東側北半をa区、南半の1984年度調査区城をC区、

1985年度調査区城をd区として、分割した。a区調査中はC区を、C区調査中はa区を排土置

き場としたO調査区全域には磁北の方位をとる10m間隔のグリットを設定したO東西方向をA

～Q、南北方向を3－16と区分した。発掘調査は1984年7月にa区のバックホーによる表土剥
1

ぎから開始したO遺構面は水田耕作土および床土のすぐ下から確認されたO調査区北東隅では

弥生時代前期後半の甕棺墓が検出されたが、かなりの削平を受けていた。同じ面からは11世紀

から13世紀にかけての掘立柱建物、溝、旧河川、土砿が検出され、西へゆくに従い遺構は密にな

る。さらに縄文晩期の溝状遺構、土砿も確認された。9月に入ってa区と併行してb区の調査

を開始したO掘立柱建物群のほか、大藩を検出し移しい量の遺物が出土したO a区の調査は11

月で終了した。c区の調査は翌年の3月からb区と併行して開始されたO b区の調査は3月末、

c区は4月をもって終了した。d区の調査は6月から開始した。梅雨の最中、a区東端で検出

した旧河川の調査に難儀しながらも1月余りで終了した。
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Ⅳ　遺構と遺物

1　検出遺構

掘立柱遺物

調査区内中央から西側にかけて彩しい数の柱穴が検出されたO調査区内東側では、切り合い、

重複のない良好な状態で掘立柱建物群を検出することができたが、特に中央から北西にかけて

は柱穴が重複して密集し、多数の掘立柱建物、柵の存在が想定され、それらの抽出に努めたO

掘立柱建物の抽出にあたっては、良好な状態での検出例を参考にしたO　しかし、総柱建物の

場合を除いては側柱による建物の検討・復原を行なったために、間仕切りのための柱穴がどの

建物に伴なうか、重複の著しいなかでは明らかにし得なかったOまた建物を構成している柱穴

掘方から出土する遺物のほとんどは細片であるが、しばしば残存状態の良好な遺物が出土する

ピット状遺構がみられるOそれらは建物を構成する柱穴の一部となることは少なく、鎮壇の性

格をもった遺構とみなされよう。先に述べた理由で、建物としてまとめきれない柱穴．ピット

状遺構が多く存在する。掘立柱建物の遺構番号はa区がSBOlから、b区はSB61から、C・d

区はSBlOlから始めたO基本的には地区割番号に沿って、北西隅から順次付けていった。検出

された建物の数が膨大であるため、すべての実測図を載せることはできなかった。本文の左側

に模式図を載せ、残存状態が良好な建物、四面廟付の建物、特殊な柱穴掘り方を持つ建物は、

第4図から第10図に実測図を載せている。

模式図凡例　㊥柱痕跡　○柱穴のみ　▲は磁北をしめす　縮尺は400分の1

上」

：三

SBO1梁間2間、桁行は北側がSD104に切られ調査区外へ延びるために不明O

梁間の全長は3・9mを測るO柱穴は円形で、径18～24cm、深さ18－20cmを測るO

方位はN－60－WにとるO

SBO2　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物であるO梁間の全長3・9m、桁

行の全長は6．1mを測るO柱穴は円形で、径20－28cm、深さ10－22cmを測る。

方位はN－4。，Wにとる。

SBO3　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物である。梁間の全長3．9m、

桁行の全長は6・7mを測るO柱穴は円形で、径18～22cm、深さ5～23cmを測る。

方位はほぼ真北にとる。

SBO4　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物であるO梁間の全長4・Om、桁

行の全長は5・4mを測るO柱穴は円形で、径18～43cm、深さ16～40cmを測る。

方位はN－6。－WにとるO
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『竿
SBO5　四面庇付の東西に長い建物で、身舎の規模は梁間2間、

桁行5間である。庇と身舎の間隔は東が0．9m、西が1m、南が1・4m、

北が0・9mと不揃いである。身舎の梁間全長は3．6m、桁行全長は

9．6mを測る。身舎の柱穴は径28－33cm、深さ18～28cm、庇の柱穴

は径20－32cm、深さ5－34cmで円形である。方位はN－8。－Wにとる。北側中央がSK202に切ら

れている。（第5図）

SBO7　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物であるO梁間の全長4・1m、桁

行の全長6・6mを測る。桁行の柱間寸法は、北から2・Om・2．4m・2．2mを測る。

柱穴は円形で、径18－35cm、深さ25－36cmを測る。方位はN－7。－Wにとる。

SBO8　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3．5m、

桁行の全長6．5mを測る。柱穴は円形で、径22－35cm、深さ8－28cmを測る。

方位はN－7。－Wにとる。

＝i
SBO9　2間×2間の東西に長い建物である。東西3．9m、南北3・3mを測る。

柱穴は円形で、径25～30cm、深さ10－30cmを測る。方位はN－7。－Wにとる。

〔：二二
SB10　梁間1間、桁行5間の南北に長い建物である。梁間の全長

3．5m、桁行の全長9・3mを測る。柱穴は円形で、径24－35cm、深さ7～

26cmを測る。方位はN－4。－Wにとる。

SB11梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長4．0m、桁

行の全長5・7mを測る。柱穴は円形で、径22－38cm、深さ8－32cmを測る。方

位はN－11。－Wにとる。（第6図）

SB12　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物である。梁間の全長4．0m、桁

行の全長6．2mを測るO柱穴は円形で、径20－37cm、深さ10－28cmを測る。方

位はN－12。－Wにとる。

SB13　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3・9m、桁

行の全長6．0mを測るO柱穴は円形で、径24－30cm、深さ10－27cmを測る。方

位はほぼ真北にとる。

SB14　四面庇付の東西に長い建物で、身舎の規模は梁間2間、桁行3間で

あるO庇と身舎の間隔は東と西で1・2m、南と北で0．8mを測る。身舎の梁間全

諾二：芸霊　長は3．5m、桁行全長は6．4mを測る。身舎の柱穴は径24～33cm、深さ22－31cm・

ピコ

与

庇の柱穴は径18～30cm、深さ6－33cmを測る。方位はN－8。－Wにとる。（第6図）

SB16　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長4．0m、

桁行の全長6．7mを測る。柱穴は円形で、径35～45cm、深さ15－46cmを測る。

方位はN14。－Wにとる。
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SB17　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3．8m、

桁行の全長6．7mを測るO柱穴は円形で、径22－37cm、深さ10～40cmを測る。

方位はN－12。－WにとるO

SB18　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3・8m、桁

行の全長5．5mを測る。柱穴は円形で、径24～30cm、深さ10－36cmを測るO方

位はN－2。－Wにとる。北西隅の柱穴がSK207に切られている。

SB19　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3．8m、桁

行の全長5・3mを測るO柱穴は円形で、径20－33cm、深さ8～36cmを測る。方

位はN－8。－Wにとる。

SB20　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3．2m、桁

行の全長5．9mを測るO柱穴は円形で、径26～32cm、深さ12－30cmを測る。方

位はN－6。－WにとるO

SB21梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3・6m、桁

行の全長6．1mを測るO柱穴は円形で、径25～36cm、深さ17～28cmを測る。方

位はN－6。－WにとるO

十干
SB22　四面庇付の東西に長い建物で、身合の規模は梁間2間、桁行3間

であるO庇と身舎の間隔は東と西で1・2m、南と北で0．9mを測るO身合の梁

間全長は4・Om、桁行全長は5．3mを測る。身合の柱穴は径22－28cm、深さ8

－20cm、庇の柱穴は径18～30cm、深さ10～29cmで、円形であるO方位はほぼ

真北にとるO身舎西側の柱穴がSK23に、庇南側の柱穴がSK25に切られている。（第8図）

二1
SB24　四面庇付の南北に長い建物で、身舎の規模は梁間2間、桁行3

間であるO庇と身合の間隔は東と西で1．2m、南と北で1．0mを測るO身合

の梁間全長は3・9m、桁行全長は6．2mを測る。身舎の柱穴は径26～33cm、

深さ6～40cm、庇の柱穴は径22－28cm、深さ10－32cmで、円形であるO方

位はほぼ真北にとる。（第7図）

SB26　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物である。梁間の全長4・Om、

桁行の全長6．3mを測る。柱穴は円形で、径20－28cm、深さ15～31cmを測るO

方位はN－4。－WにとるO（第8図）

SB27－西庇付の2間×2間の南北に長い総柱建物で、東西3．3m、南北4．2m

を測るO庇と身合の間隔は1．2mを測るO柱穴は円形で、径は身合のものが32

－45cm、庇のもので35～40cm、深さは身舎、庇ともに8～45cmを測る。方位は

ほぼ真北にとるO他の建物群とは様相を異にしている。
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SB28　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物である。梁間の全長3・6m、桁

行の全長5．5mを測るO柱穴は円形で、径20－27cm、深さ18－26cmを測る。方

位はN－60－Wにとる。（第7図）

SB29　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長4．1m、桁

行の全長5・9mを測る。柱穴は円形で、径27～30cm、深さ15－55cmを測る。方

位はほぼ真北にとる。

洋学
SB30　四面庇付の南北に長い建物で、身合の規模は梁間2間、桁行3

間であるO庇と身舎の間隔は東と西で1・Om、南と北で0．9mを測る。身舎

の梁間全長は3．9m、桁行全長は6．2mを測る。身合の柱穴は径20－30cm、

深さ30－58cm、庇の柱穴は径17～21cm、深さ8～34cmを測り、平面形は円

形を呈する。方位はN－12。－WにとるO

SB32　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3・9m、

桁行の全長6．6mを測る。柱穴は円形で、径25～35cm、深さ16～52cmを測る。

方位はほぼ真北にとる。

SB33　梁間2間、桁行2間以上の東西に長い建物で、桁行の西側が調査区外へ延

びるため全体規模は不明O梁間の全長は4．1mを測るO柱穴は円形で、径28～45cm、

深さ20～32cmを測る。方位はN－4。－WにとるO東側がSEOlに切られるO

炉∴
SB34　四面庇付の南北に長い建物で、身合の規模は梁間2間、

桁行5間である。庇と身合の間隔は4面ともに1．2mを測る。身

合の梁間全長は3．5m、桁行全長は9・7mを測る。身合の柱穴は径

25－36cm、深さ5～40cm、庇の柱穴は径20－30cm、深さ2～7cm

を測り、平面形は円形を呈する。方位はN－1。30′－EにとるO北西隅は調査区外へ延びる。

〔コ
SB36　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長4．0m、桁

行の全長5・8mを測るO柱穴は円形で、径30－35cm、深さ10－58cmを測る。方

位はN－4。－Eにとる。

SB37　2間×2間の東西に長い総柱建物で、東西4．5m、南北3．1mを測る。

柱穴は円形で、径18－24cm、深さ10－40cmを測る。方位はほぼ真北にとる。

SB38　東庇付の南北に長い総柱建物で、身合の規模は梁間2間、桁行3

間であるO庇と身合の間隔は0・6mを測る。身舎の梁間全長は3．5m、桁行全

長は4．8mを測る。身舎の柱穴は径22～28cm、深さ15～30cm、庇の柱穴は径

18－22cmを測り、平面形はいずれも円形を呈する。方位はN－7。－Eにとる。

SB39　四面庇付の南北に長い建物で、身舎の規模は梁間2間、桁行3間である。庇と身舎

の間隔は西が1．0m、東・南・北は1．2mを測る。身舎の梁間全長は3・9m、桁行全長は5．4mを
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測るO身舎の柱穴は径26～30cm、深さ10－40cm、庇の柱穴は径18～26cm、

深さ6～22cmを測り、平面形はいずれも円形を呈するO方位はN－1。30’－E

にとる。身舎南梁間の柱穴がSX48に切られており、建物はSD03、SD04

の埋没後に建てられている。

SB41四面庇付の東西に長い建物で、身合の規模は梁間2間、桁行3間

である。庇と身舎の間隔は西と北が0．7m、東と南は0・8mを測る。身合の梁

間全長は3．4m、桁行全長は5・4mを測る。身舎の柱穴は径24～32cm、深さ4

～10cm、庇の柱穴は径18～26cm、深さ4～10cmを測り、平面形はいずれも円

形を呈する。方位はN－12。－Eにとる。（第9図）

隔　SB43　四面庇付の2間×2間の南北に長い総柱建物で、身合は東西3．5m

南北4．2mを測るO庇と身舎の間隔は東が0．8m、西・南・北は1・Omを測る。

身合の柱穴は径20－26cm、深さ6－16cm、庇の柱穴は径16－36cm、深さ5～

22cmを測り、平面形はいずれも円形を呈する。方位はN－2。－EにとるO先に

述べたSB27と身舎部分については、規模．寸法を同じくしており、同様の機能をもった建物

と考えられるO

「司

芦－一言－i

SB45　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物であるO梁間の全長4．2m、桁

行の全長5．5mを測る。柱穴は円形で、径28～40cm、深さ25～44cmを測る。方

位はN－5。－EにとるO

SB46　西と北の二面庇付の南北に長い建物で、身合の規模は梁間2間、

桁行3間であるO庇と身合の間隔は0・8mを測る。身合の梁間全長は3．8m、

桁行全長は5．8mを測る。身合の柱穴は径32～38cm、深さ22～38cm、庇の柱

穴は径20－26cm、深さ10－44cmを測り、平面形はいずれも円形を呈するO方

位はN－4。－EにとるO

田〇

SB47　梁間2間、桁行2間以上の東西に長い建物で、桁行の東側がSD01に切

られているため全体規模は不明O梁間の全長は2．9mを測る。柱穴は円形で、径21

－32cm、深さ20～38cmを測る。方位はN－4。－EにとるO

i≡

SB48　梁間2間、桁行3間の東西に長い総柱建物であるO梁間の全長2・7m、

桁行の全長は4・7mを測る。桁行の柱間寸法は西から1・3m・1・7m・1．7mと西

の1間が狭く、西庇付の東西に長い2間×2間の総柱建物とも考えられるO柱

穴は円形で、径20－30cm、深さ15～32cmを測る。方位はN－11。－EにとるO（第9図）

二三
SB49　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物であるO梁間の全長3．8m、

桁行の全長6・4mを測るO桁行の柱間寸法は2．2m・2・Om．2・2mと中央が狭

い。柱穴は円形で、径32～45cm、深さ12～35cmを測る。方位はN－8。－EにとるO
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1二三
SB50　梁間2間、桁行2間以上の東西に長い建物で、桁行の西側が調査区

外へ延びるため全体規模は不明。梁間の全長は3．7mを測る。柱穴は円形で、

径26～38cm、深さ12－26cmを測る。方位はN－8。－Eにとる。

手－一言
SB51四面庇付の南北に長い建物で、身合の規模は梁間2間、桁行3

問である。庇と身舎の間隔は、東と西が0・7m、南と北が1・Omを測る。身

舎の梁間全長は3．7m、桁行全長は6．3mを測るO身舎の柱穴は径25－40cm、

深さ20－35cm、庇の柱穴は径20－35cm、深さ5～31cmを測り、平面形はい

ずれも円形を呈するO方位はほぼ真北にとるO

「

二二二

SB61梁間2間、桁行3間の東西に長い総柱建物である。梁間の全長3．7m、

桁行の全長は6．3mを測るO柱穴は円形で、径20－60cm、深さ13～21cmを測る。

方位はN－60－Wにとる。

SB62　梁間2間、桁行3間の東西に長い総柱建物である。梁間の全長

4・5m、桁行の全長は6．1mを測る。柱穴は円形で、径25～34cm、深さ6－35cm

を測るO方位はほぼ真北にとるO東梁間柱がSX48に切られる。

SB63　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3・4m、桁

行の全長は5・4mを測る。柱穴は円形で、径22～30cm、深さ8～22cmを測る。

方位はN－140－Wにとる。東側の柱穴がSE05に切られている。

SB64　梁間1間以上、桁行3間の南北に長い建物で、梁間の西側が調査区

外へ延びるため全体規模は不明。桁行の全長は5・9mを測る。柱穴は円形で、

径28－35cm、深さ10－18cmを測る。方位はN－12。－Wにとる。

≡＝1

「「

「一美

SB65　梁間2間、桁行3間の東西に長い総柱建物である。梁間の全長

3・6m、桁行の全長は5．5mを測る。柱穴は円形で、径23～30cm、深さ6～24cm

を測る。方位はN－10。－Wにとる。

SB66　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物である。梁間の全長4・3m、

桁行の全長は6・3mを測る。柱穴は円形で、径19～35cm、深さ7～26cmを測る。

方位はN－110－Wにとる。

SB67　梁間3間、桁行3間の東西に長い建物である。梁間の全長5．2m、

桁行の全長は6．7mを測る。柱穴は円形で、径15～30cm、深さ5～25cmを測る。

方位はN－2。－Wにとる。

SB68　梁間2間、桁行1間以上の建物で、桁行の西側が調査区外へ延びるため

全体規模は不明。梁間の全長は4．0mを測る。柱穴は円形で、径20～25cm、深さ20

～47cmを測るO方位はほぼ真北にとる。
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巨コ

SB70　梁間2間、桁行1間以上の建物で、桁行の北側が調査区外へ延びるた

め全体規模は不明O梁間の全長は3．9mを測るO柱穴は円形で、径31～46cm、深

さ27－36cmを測る。方位はN－70－WをとるO

SB71梁間2間、桁行3間の南北に長い建物であるO梁間の全長3．7m、桁

行の全長は4・9mを測るO柱穴は円形で、径22－32cm、深さ10－35cmを測るO

方位はN－2。－WにとるO

SB72．梁間2間、桁行3間の東西に長い建物であるO梁間の全長3．4m、桁

行の全長は5．8mを測る。柱穴は円形で、径19－33cm、深さ6－37cmを測るO

方位はN－7。30′－WにとるO

SB73　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3・8m、桁行

の全長は5・6mを測るO柱穴は円形で、径20～30cm、深さ19～65cmを測るO　方位

はN－100－WにとるO

：：三三
SB74　梁間2間、桁行5間の東西に長い建物であるO　梁間の全長

4・Om、桁行の全長は10．1mを測る。柱穴は不整円形で、径27－37cm、

深さ20－39cmを測る。方位はN－10。－WにとるO

SB75　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物であるO梁間の全長3・8m、桁

行の全長は5・2mを測る。柱穴は不整円形で、径24～39cm、深さ15～20cmを測る。

方位はN－6。－Wにとる。

SB76　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物であるO梁間の全長3・3m、桁

行の全長は6・Omを測る。柱穴は円形で、径26－40cm、深さ15～76mを測る。

方位はN－100－Wにとる。

‥二

「一一一一一一；

SB77　四面庇付の南北に長い建物で、身合の規模は梁間3間、桁行3

間である。庇と身合の間隔は4両ともに1．0mを測る。身合の梁間全長は

5・2m、桁行全長は6．3mを測る。身合の柱穴は径26～38cm、深さ8～30cm、

庇の柱穴は径20－26cm、深さ6－24cmを測り、平面形はいずれも円形を呈

する。方位はN－7030′－Wにとる。

SB79　梁間2間、桁行4間の東西に長い建物であるO　梁間の全長

4・6m、桁行の全長8．8mを測る。柱穴は円形で、径35～48cm、深さ32～

65cmを測るO方位はN－7。－Wにとる。

SB80　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物であるO梁間の全長3．8m、桁

行の全長5．9mを測る。柱穴は円形で、径28－43cm、深さ4－55cmを測るO　方

位はN－6030′－Wにとる。南側中央の柱穴は検出できなかった。
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〔三
SB81梁間2間、桁行3間の南北に長い建物であるO梁間の全長4．1m、桁

行の全長6・Omを測るO柱穴は円形で、径22～48cm、深さ5～33cmを測る。方

位はN－6。－WにとるO

SB82　梁間2間、桁行5間の南北に長い建物であるO梁間の全長4・0m

柱間寸法2．0m、桁行の全長10．0m、柱間寸法2．0mの等間である。柱穴

は不整円形で、径30－120cm、深さ12～36cmを測る。柱痕跡の径は18～22cm

を測る。南梁間柱の北2間の所に同じ規模の柱穴があり、床束と考えられる。偏平な石を根石

とする柱穴がみられる。掘立柱建物群の中でも、規模、構造ともに群を抜く存在である。方位

はN－7030′－Wにとる。（第4図）

1二5＝i
SB83　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物である。梁間の全長3．1m、桁

行の全長5・Omを測る。柱穴は円形で、径21～37cm、深さ11～43cmを測る。方

位はN－10。－Wにとる。

倍　SB84　四面庇付の南北に長い建物で、身舎の規模は梁間2間、桁行

3間であるO庇と身合の間隔は東が0．8m、西が0．9m、南が1．2m、北

が1．1mを測る。身合の梁間全長は4．2m、桁行全長は6．5mを測る。身

合の柱穴は径20－34cm、深さ6～42cm、庇の柱穴は径22～26をcm測り、

平面形はいずれも円形を呈する。方位はほぼ真北にとる。

［＝
N－120－Wにとる。

「
Eコ

ピコ

SB86　梁間2間、桁行3間以上の東西に長い建物で、桁行の東側が

SDlOOと重複するため全体規模は不明。梁間の全長3．9m、桁行は3間分で

4．9mを測るO柱穴は円形で、径25～42cm、深さ12～38cmを測る。方位は

SB87　梁間2問、桁行3間以上の南北に長い建物であるO梁間の全長4．5m

桁行の全長6・5mを測る。柱穴は円形で、径30－45cm、深さ27～54cmを測る。

方位はN－6。30′－Wにとる。

sB88　梁間2間、桁行4間の南北に長い建物である。梁間の全長3・5m、

桁行の全長8・5mを測る。柱穴は不整円形で、径26～55cm、深さ18～60cm

を測る。根石をもつ柱穴がみられる。方位はN－6。－Wにとる。

SB89　梁間2間、桁行4間の東西に長い総柱建物である。梁間の全

長3．9m、桁行の全長8・8mを測る。柱穴は円形で、径28～36cm、深さ10

－38cmを測る。柱痕跡の径は15～24cmを測る。方位はN－4。－Wにとる。

SB90　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3・8m、桁

行の全長6．0mを測る。柱穴は円形で、径22～28cm、深さ16－45cmを測る。方

位はN－6。30′－Wにとる。
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拉』

SB91梁間2間、桁行3間の南北に長い建物であるO梁間の全長3．7m、

桁行の全長は6．9mを測るO柱穴は円形で、径23－45cm、深さ5～25cmを測る。

方位はN－7。30′－Wにとる。南西隅の柱穴は調査区外にかかる。

SB92　東と北の二面庇付の南北に長い建物で、身舎の規模は梁間1間以

上、桁行3間で、梁間の西側が調査区外へ延びるため全体規模は不明。庇と

身合の間隔は0．7mを測る。身合の桁行全長は5．8mを測るO身舎の柱穴は径

25～35cm、深さ28－45cm、庇の柱穴は径16－24cm、深さ6～24cmを測り、平面形はいずれも円

形を呈する。方位はN－6。－Wにとる。

二二，－：

i〇

1二三二言

三：

SB93　梁間1間以上、桁行3問の南北に長い建物で、梁間の西側が調査区

外へ延びるため全体規模は不明。桁行の全長は5．3mを測る。柱穴は円形で、

径20－32cm、深さ14～16cmを測る。方位はN－100－Wにとる。

SB95　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物であるO梁間の全長3．7m、

桁行の全長は6・9mを測る。柱穴は円形で、径23～45cm、深さ10－36cmを測る。

方位はN－3。－WにとるO

SB96　梁間2間、梁行3間の南北に長い建物であるO梁間の全長3．8m、桁

行の全長は6．0mを測る。柱穴は円形で、径23～28cm、深さ15－40cmを測るO

方位はN－3。－WにとるO

SB97　梁間2間、梁行3間の南北に長い建物であるO梁間の全長4・Om、桁

行の全長は5．7mを測る。柱穴は円形で、径23～32cm、深さ8～46cmを測る。

方位はN－100－Wにとる。

SB98　北庇付の東西に長い建物で、身合の規模は梁間2間、桁行1間以上で、

桁行の西側が調査区外へ延びるため全体規模は不明であるO庇と身舎の間隔は

0・7mを測る。身舎の梁間全長は3・6mを測る。身舎の柱穴は径20－32cm、深さ16

－30cm、庇の柱穴は径18～30cm、深さ4－46cmを測り、平面形はいずれも円形を呈するO方位

はN－1。30′－WにとるO

：一二二

SB99　梁間1間以上、桁行3間の南北に長い建物で、梁間の西側が調査区

外へ延びるため全体規模は不明。桁行の全長は7．4mを測る。柱穴は円形で径

24－36cm、深さ10－35cmを測るO方位はN－3。－WにとるO

SB100　梁間1間以上、桁行3間の南北に長い建物で、梁間の東側が調査区

外へ延びるため全体規模は不明。桁行の全長は7．4mを測る。柱穴は円形で、

径20－32cm、深さ16～30cmを測る。方位はN－2。－Wにとる。
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SB101北庇付の南北に長い建物で、身舎の規模は梁間2間、桁行3間

である。庇と身舎の間隔は0．9mを測る。身舎の梁間全長は4．2m、桁行全

長は6・8mを測る。身合の柱穴は径28～36cm、深さ24～41cm、庇の柱穴は

径16－20cm、深さ10－22cmを測る。方位はN－6。－WにとるO

SB102　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物であるO梁間の全長4・4m、

桁行の全長6．6mを測る。柱穴は円形で、径18～32cm、深さ8～35cmを測る。

方位はN－6。－Wにとる。

SB103　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物である。梁間の全長4・5m、

桁行の全長6・4mを測る。柱穴は円形で、径18～30cm、深さ12－45cmを測る。

方位はN－7。－Wにとる。北西隅の柱穴が撹乱によって失われている。

SB104　四面庇付の南北に長い建物で、身合の規模は梁間2間、桁行3

間であるO庇と身合の間隔は4面ともに1・2mを測る。身舎の梁間全長は

3・5m、桁行全長は5・8mを測る。身舎の柱穴は径22～38cm、深さ14～64cm、

庇の柱穴は径21～28cm、深さ10－48cmを測り、平面形はいずれも円形を呈

するO方位はN－14。－Wにとる。南西隅が調査区外にかかる。（第10図）

SB107　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3．8m、

桁行の全長6・Omを測る。柱穴は円形で、径24～45cm、深さ7～57cmを測る。

方位はN－30－Wにとる。

SB108　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物である。梁間の全長4．5m、

桁行の全長6・2mを測る。柱穴は円形で、径28～40cm、深さ12～32cmを測る。

方位はほぼ真北にとる。

SB109　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物である。梁間の全長4．1m、

桁行の全長6・1mを測る。柱穴は円形で、径24～36cm、深さ24～56cmを測る。

方位はN－4。－Wにとる。

†■
SB110　東．西・北の三両庇付の南北に長い建物で、身舎の規模は梁間

2間、桁行3間である。庇と身舎の間隔は東が0・7m、西が1・Om、北が1・2m

を測るO身舎の梁間全長は4．0m、桁行全長は6・5mを測る。身舎の柱穴は

径24～32cm、深さ14～26cm、庇の柱穴は径16～24cm、深さ8～16cmを測り、

平面形はいずれも円形を呈するO方位はN－3。－Wにとる。

：三三
SB111梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3・8m、

桁行の全長5・9mを測る。柱穴は円形で、径23～29cm、深さ14～34cmを測る。

方位はN－1。30′－Wにとる。
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SB112　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物であるO梁間の全長4．3m、

桁行の全長5．7mを測る。柱穴は円形で、径20－30cm、深さ6－27cmを測るO

方位はN－5。－Wにとる。

SB113　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3・7m、

桁行の全長5・4mを測る。柱穴は円形で、径26～33cm、深さ12～48cmを測る。

方位はN－8。－WにとるO

SB114　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3・9m、

桁行の全長5・5mを測るO柱穴は円形で、径17－28cm、深さ10－44cmを測る。

方位はN－6。－Wにとる。

一十二十言

三二

iC三二美

『「1
0－－－－－〈トーくトー」〇

書二一「

SB115　四面庇付の南北に長い建物で、身合の規模は梁間2間、桁行3

間である。庇と身舎の間隔は、4面ともに1．2mを測る。身舎の柱穴は径

26～38cm、深さ40－70cm、庇の柱穴は径24～30cm、深さ14～26cmを測り、

平面形はいずれも円形を呈するO方位はN－14。－Wにとる。北西隅は調査

区外にかかり、南東隅の柱穴は検出できなかった。

SB116　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物であるO梁間の全長3・8m、

桁行の全長5・5mを測るO柱穴は円形で、径23～32cm、深さ9～35cmを測るO方

位はN－30－Wにとる。

SB117　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物であるO梁間の全長3．5m、

桁行の全長5．8mを測るO柱穴は円形で、径24－30cm、深さ18～42cmを測る。

方位はN－7。30，－Wにとる。

SB118　梁間2間、桁行3間の南北に長い建物である。梁間の全長3・8m、

桁行の全長6．0mを測るO柱穴は円形で、径18～31cm、深さ7～33cmを測る。方

位はN－1。－Wにとる。建替えを行なっている。

SB119　梁間2間、桁行3間の東西に長い建物であるO梁間の全長4．0m、

桁行の全長5．7mを測るO柱穴は円形で、径20－32cm、深さ7～22cmを測るO方

位はN－2。－EにとるO

SB120　東面庇付の南北に長い建物で、身合の規模は梁間2間、桁行3間で

ある。庇と身舎の間隔は、1・0mを測る。身舎と庇の柱穴の径、深さとも差は

みられず、それぞれ径20－35cm、深さ20－30cmを測り、円形を呈する。方位は

ほぼ真北にとるO

SB121梁間2間、桁行3間の南北に長い建物であるO梁間の全長3・8m、

桁行の全長5．7mを測る。柱穴は円形で、径35～40cm、深さ24－48cmを測る。

方位はN－2。－Eにとる。
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SB47柱穴（第4図、図版26）

SB47の北側の北側柱列の西から2番目の柱穴掘り方から、陶器壺の上半部が倒置の状態で

出土したO　人為的に埋納したとするより、柱穴を埋める際に廃棄、もしくは流れ込んだもので

あろうO SDOlから、同一個体とみられる壺の鹿部が出土しているO

P畑1（第4図、図版22）

平面形は不整円形を呈し、直径45cm、深さ15cmを測るO底面より若干浮いた状態で、土師器

小皿1、白磁椀1、皿2、底面に接して鉄鎌1が出土したO　それらの遺物は鎮壇の目的で一括

して埋納されたものであろうO

こ・．ミ戸1－
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井戸

11基検出した。その内、石組みの井戸枠を構築するものが6基で、他は素掘り、もしくは木

枠が腐朽したと考えられる。石組みの井戸から述べている。

SEO1（SD100内）（第11図、図版22）

F－13区で検出した。直径130cmの円形の掘り方の中に、桶状の井戸枠が構築されているO井

戸枠の上端内径65cmでその周囲には礫を積み補強している。井戸枠は上端から底までの55cmの

深さまでみられたO掘り方の底径は120cmを測るO

SEO3（第11図、図版16）

C－8．9区で検出した。直径250cmの円形の掘り方の中に井戸枠が石組みで構築されている。

石組みの上端は内径60cmで、人頭大の石の長軸を放射状に構築し、隙間には拳大の礫で裏込め

し補強しているO石組みは、上端から底面までの160cmの深さまでみられる。井戸枠の底径（内

径）は上端の内径と同じ60cm、掘り方の底径は190cmを測るO

SEO4（第11図、図版17）

B－7区で検出した。直径140cmの円形の掘り方の中に井戸枠が石組みで構築されている。石

組みの上端の内径は90cmで、構築されている石材は上端では人頭大であるが、下位になるにつ

れて小さくなる傾向を示す。石組みは掘り方壁面から5cmほど内側に乱雑に積み上げられ、隙

間を5cmほどの礫で裏込めし補強しているO石組みの下位の内径は50cmを測る。石組みは底面

より上位15cm、上端から100cmの深さまでみられる。使用されている石材は他と同じく花崗岩で、

一部玄武岩がみられる。掘り方の底径は75cmを測る。底面では井筒の痕跡とみられる直径45cm、

深さ5cmの浅い落ち込みを検出した。砂礫層まで掘り込まれ、湧水層に達するO

SEO6（第12図、図版17）

B－5区で検出したO直径130cmの円形掘り方の中に井戸枠が石組みで構築されている。石組

みの上端の内径は70cmで、20cm前後の偏平な石が使用されている。石組みは掘り方壁面に沿っ

て積み上げられ、隙間を粘土で補強しているO石組みは上端から底までの160cmの深さまでみ

られるO井戸枠の底径（内径）は40cm、掘り方の底径は90cmを測る。砂礫層まで掘り込まれ、湧

水層に達する。

SEO8（第12図、図版20）

C－4区で検出した。石組みの下端が辛うじて残り、その下位は素掘り、もしくは木枠が設

置されていたと考えられるO平面形は円形を呈し、上端の内径70cm、深さ90cm、底径60cmを測

る。

SEO9（第12図、図版20）

C－4区で検出したO直径160cmの不整円形の掘り方の中に井戸枠が石組みで構築されている。

石組みの上端は内径60cmで、人頭大の石によって構築されている。石組みは上端から80cmの深

－　24　－
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さまでみられ、その下位から底までの90cmにわたっては何らの施設もみられなかったが、掘り

方の内部であり、石が崩壊した痕跡がみられないことから、木枠が設置されていたと考えられ

る。

SEO1（第13図、図版21）

L－5区で検出した。二段掘りの井戸で、一段目は平面形が不整円形を里し、上面径160～

205cm、深さ60cm、底径150cmを測る。二段目は円形を呈し、上面径110cm、深さ90cm、底径65cm

を測る。

SEO2（第13図）

D－8区で検出した。平面形は不整円形を呈し、上面径140－180cm、深さ80cm、底径90cmを

測る素掘りの井戸であるO

SEO2（SDlOO内）（第13図）

E－9区で検出したO平面形は不整円形を呈し、上面径220cm、深さ150cm、底径120cmを測る

素掘りの井戸である。

SEO5（第13図、図版18）

390cmX440cmの隅丸方形に近い深さ10cmの浅い掘り込みのほぼ中央に、上面径250cm、深さ

120cm、底径180cmの円形の平面形をもつ井戸を検出した。地区はB・C－7区O広く浅い掘り

込みは井戸振り方の上段が削平されたというよりは、井戸に伴なう掘り込み地形．貼り床と考

えている。底面では、井筒の痕跡とみられる直径85cm、深さ20cmの円形の浅い落ち込みを検出

した。井戸を貫いて幅150。m前後、深さ20－50cmの掘り込みがみられるが、井戸枠等を抜き取

る際のものか。

SEO7（第13図、図版19）

B－4・5区で検出した0300。mX350cmの隅丸方形に近い掘り方から、二段の井戸枠の痕跡が

認められたO上段は円形の平面形で、上面径180cm、深さ25cm、底径140cmを測る。下段は円形

で、上面径90cm、深さ90cm、底径90cmを測る。

SE11（第13図）

D－7区で検出した。直径180－220cm、深さ5cmの不整形の平面形を呈する浅い落ち込みに

掘り込まれている。平面形は不整円形を呈し、上面径160cm、深さ180cm、底径95cmを測る素掘

りの井戸である。

井戸の周囲には柱穴が散在しており、井戸に付属する覆屋等の施設の存在が考えられるが・

建物としてまとめることはできなかったO
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土拡

SK222（第14図）

K－1011区で検出したO南北に長い隅丸方形を呈し、残存する長さ170cm、幅103cm、深さ22cm

を測るO東側中央から、底面より若干浮いた状態で土師器小皿が出土した。南側を側溝に切ら

れるO方位はほぼ真北にとる。埋土から土師器杯片・瓦器椀片が出土している。

SKO5（第14図、図版26）

K－13区で検出した。南北に長い楕円形状を呈し、長さ197cm、幅83cm、深さ18cmを測る。南

側に楕円形状の凹みがみられるO北東隅から底面より9cm浮いた状態で、黒色土器椀1点、土

師器小皿1点が出土したO主軸より15cm西側、南壁面より70cmの位置で、滑石製品が底面に接

して出土した。方位はほぼ真北にとるO

SKO1（第14図、図版25）

M－6区で検出したO東西に長い方形を呈し、長さ173cm、幅85cm、深さ33cmを測る。四壁は

ほぼ垂直に立ち上がる。中央から、底面より8cm浮いた状態で黒色土器椀が出土した。北西隅

からは、小刀2口が底面から10－15cmの位置で、柄を西、刃先を東、刃背を北に向けた状態で

出土したO小刀は37cm離れた状態にあったO方位はほぼ東西にとるO

SX24（第14図）

C－5区で検出した。東西に長い不整円形を呈し、長さ180cm、幅115cm、深さ16cmを測る。

南西側は北東側より35cm低くなっており、切り合い関係を示すものかと考えられたが、出土す

る土器は同一型式を示し同一遺構として扱った。多量の土器片が出土しており、廃棄のための

土肱とみられる。方位はN－400－Wにとる。南西隅が柱穴に切られている。

SX51（第17図、図版28）

D．E－5区で検出したO南北に長い楕円形を呈し、長さ356cm、幅270cm、深さ18cmを測る浅

い土肱である。東側がSDlOOと重複し、SDlOOの埋没後掘り込まれている。多量の土師器小皿、

杯が南上部から底面に流れ込んだ状態で出土しているO埋土には炭化物が含まれていたが、壁

面が焼けた痕跡は認められなかった。方位はほぼ真北にとる。

SK20（第16図、図版27）

0－5区で検出した。南北に長い不整円形を呈し、長さ190cm、幅135cm、深さ7cmを測る浅

い土肱であるO瓦質の棒状土製品が水平に寝かされ、5cm前後浮いた状態で出土している。土

製品のほかには少量の土師器細片が出土している。埋土には炭化物、赤褐色ブロックを含む。

SK17（第15図、図版27）

J－7区で検出した。不整円形を呈する330cmX263cm、深さ32cmを測る浅い土壙である。径10cm

の礫が浮いた状態で散在する。
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第16図　土砿実測図（2）（1／20）
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番 号 地 区 平 面 形 態
平 面 規 模

（cm ）
深 さ
（cm ）

方　 位 備　　 考 時 期 遺 物 挿 図

SK 222
S二X 39

K－10・11 －不 整 楕 円 形 17 0 ×9 8 18 N 調 査 区 外 に 延 び る 120前半 第 38 図

SK O5 K 一13 長 楕 円 形 19 6 ×8 2 20 N 11C 第 37 図

SK Ol M －6 隅 丸 方 形 172 ×8 4 34 N 110 第 37 図

SX 24 C －5 不 整 楕 円 形 18 3 × 117 10 N 14。W 14 C 第 40 図

SK 17 J－7 楕 円 形 3 34 × 262 28 N 49。50′W

SK 20 0 －5 不 整 楕 円 形 192 × 133 8 N 第 38 図

SX 5 1 D ．E －5 ほ ぼ 楕 円 形 3 66 × 271 32 N 13C 第 4 1図

S K 20 5 F －7 隅 丸 方 形 2 30 × 150 10 N 55。W 12C 第 38図

S K 2 12 F －8 隅 丸 方 形 170 × 125 27 N 20 。W 14C

S K 2 13 F －9 不 整 形 155 × 55 10 N P it 1554 と切 り合 い 12C

S K 203 G －8 隅 丸 方 形 ．172 ×89 30 N 25 。W 近 世

S K 204 G －8 円 形 165 × 155 2 6 N

S K 20 2 G －9 隅 丸 方 形 204 × 140 2 2 N 12。40 ′W 11C

S K 2 14 G －10 不 整 隅 丸 方 形 265 × 200 4 5 N 3。E 調 査 区外 に 延 び る 12C 第 38 図

S K 20 1 G －10 楕 円形 175 × 137 2 0 N 22。10′W 120前後 第 38 図

S K 2 15 G 110 隅 丸 方 形 135 ×82 5 N 9 。W S D 14 を切 る 12C

S X 46 H －8 楕 円形 100 ×75 11 N 3 2。W

S X 45 H －8 不 整 隅 方 形 150 ×98 2 2 N 2 5。W

S K 2 16 G －10 不 整 楕 円 形 176 × 142 3 9 N 9。40 ′W S D lOO の 張 り出 し書Ii、
溝 と した 方 が 適 当 か 。 12C 第 69 図

S K 2 16
（D ） H －8 ・9 不 整 円 形 137 × 138 15 N 35。5 0′W 13C

S X 19 土7 不 整 形 98 ×57 15 N 7 。W 調 査 区 夕日 こ延 び、る
S X 20 を 切 る

S K 20 7 H －9 隅 丸 方 形 160 ×92 34 N 8 。W 13C

第2表　土砿一覧表（1）
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番号 地 区 平面 形態
平 面規 模

（cm ）
深 さ
（cm）

方　 位 備　　 考 時期 遺物 挿 図

S K 20 9
S X 4 2

H －10 楕 円形 148火92 12 N S D 14を切 る 13 C

S K 2 10 Ⅰ－8 長 楕 円形 152×72 7 N 7。10′W 11C

S K 247
S X 4 8

土7 不 整 形 192×108 23 N

SX 4 1 土10 不 整 楕 円形 114 ×64 17 N l。E

SX 23－ 土8 不 整 隅 丸方形 143 ×106 34 N

SK 246 Ⅰ－8 隅丸 方形 26 1×18 7 12 N 14。10′E 13C

SX 25 Ⅰ．J－8 隅 丸方 形 14 7×1 13 25 N

SX 16 J－7 楕 円形 10 7×6 5 16 N 35。W

S X 28 J－8 不 整形 168×4 7 8 N 8。20′W 第38図

S X 2 9 J－8 不 整形 160×56 10 N 16。10′W

S K 24 4
S X 26

J－8 隅 丸方 形 162×97 25 N 近世

S K 24 3
S X 37

J－9 ほ ぼ楕 円 形 216×187 7 N 2 1。W

S X 34 J－10 不 整 隅丸 方形 150 ×48 8 N lO。20′W SX 35に切 られ る

S K 245 J－9・10 隅丸 方形 408×18 1 12 N 11C 第39図

SX 35 J－10 楕 円形 194 ×1 14 36 N SX 34 を切 る

SX 36 J－10 楕 円形 94 ×57 5 N 3 7Ow

S革－37 J－10－長楕 円形 10 5×34 － 7 N

SK 239
SX 67

K －4 不 整楕 円形 111×8 0 12L N 14。50′E 一部 調査 区外

SX 45 K －7 円 形 7 9×7 8 20 N 4 3。10′W

S X 13 K －8 隅 丸方 形 13 0×104 8 N

S X 40 K －10 長 楕 円形 87×33 17 N

S K 24 2
S X 14

K －8 隅丸方 形 165×79 26 N lO。W 12 C

S X 12 K －9 不 整 形 128×122 8 N S D 16に切 られ る

S K 2－40 K．L－7．8 隅丸 方形 180×7 1－ 17 N 18。50′W S D 28 を切 る

S堆62 K ．L－4 ほ ぼ円形 122 ×1 18 5 N 22。W

SX 68 K ・L－4 円形 250 ×25 0 15 N llOlO′W 調査 区夕土及 びSK 67に
切 られ る

13C 第3 9図

SK 50 L－3 楕 円形 140 ×10 7 7 N 3 2010′W SK 49 に切 られ る

SK 44 L－3 不 整 隅丸方 形 18 6×14 8 24 N 4。30W

SK 5 5 L－3 隅 丸方 形 96×6 0 9 N 53。50′W 13C 第39図

S K 5 7 －L－3 楕 円形 69×56 16 N

S K 5 8 L －3 隅丸 方形 122×63 4 N 3003 0′W

S K 5 9 L －3 楕 円 形 125×65 9 N

S K 6 0 L －3 ほ ぼ楕 円形 82 ×63 23 N

SK 4 6 L－4 ほ ぼ円形 55 ×55 5 N 56 OE SK 45 を切 る

S K 237
SX 61

L－3 楕 円形 14 1×129 28 N 12－130

SK 42 L 13．4 隅丸 方形 185 ×13 5 15 N l l。E

SK 49 L －3．4 不整 形 158 ×1 22 18 N 30。E SK 50 ・SK 48 を切 る

第2表　土砿一覧表（2）
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番号 地 区 平 面形 態
平 面規模

（cm）
深 さ
（cm）

方　 位 備　　 考 時 期 遺物 挿 図

S K 45 L－3・4 不 整形 144 ×123 5 N 17。E S K 4 6に切 られ る

S K 48 L－4 楕 円形 67 ×52 9 N

S K 47 L－4 隅丸方 形 122 ×84 12 N 9。E S K 4 9に切 られ る

S K 53 L一4 ほ ぼ円形 116×117 12 N 26。E S K 4 9に切 られ る
S K 54 に切 る

S K 56 L－4 隅丸方 形 85×75 8 N

SK 235
S X 52

Lー4 隅丸方 形 192×95 8 N 2 4。E S K 5 1に切 られ、
S K 7 2を切 る

S K 51 L－4 楕 円形 110×105 5 N 2 9。E SK 5 2 ・S K 7 2を切 る

S K 54 L－4 不 整楕 円形 121×119 7 N SK 53 に切 られ る

S K 63 L－4 不 整形 14 0×110 4 N SD 2 1・SK 64に切 られ る 120後半 第39図

S K 64 L－4 隅 丸方形 4 10×130 5 N SD 2 1を切 る 12C後半

SK 72 L－4 不整 形 10 5×70 10 N 16。W SK 5 1．SK 52に切 られ る

SK 65
S K 2 38

L－4 不整 形 258 ×20 3 4 N 7。50′W SK 64に切 られ る 12C

S K 6 6 L －4 不整 楕 円形 120 ×79 3 N 30。W SK 64に切 られ る

S K 23 3 L－4 隅丸 方形 158 ×88 6 N 2 9。W

S K 74 L－4 不整 形 85 ×75 10 N 12。W S K 64に切 られ る

S X 48 L－7 長楕 円形 78 ×54 10 N

S X O7 L－8 隅丸 方形 1 14 ×62 7 N 5OE

S草05 L－8 隅丸 方形 130×127 7－ N lO。W

S K 1－0 3 L－9 楕 円形 98 ×73 15 N 2。W

S X O6 L－8 隅丸 方形 134 ×45 － 28 N 9040′W S D 04 を切 る

S K lO4 L－9 楕 円形 95×75 20 N

S K lO 5 L－9 楕 円形 85×62 12 N

SK lO6 L．－9 楕 円形 115 ×80 11 N SD 16を切 る

S K 43
SK 228 L ．M －3 不 整形 228×204 20 N 7。40′W 13C

S K 22 M －4 ほぼ 円形 75×70 12 N 32。E

S K 40
SK 229

M －3・4 楕 円形 175×82 5 N 19。W 12C

SX O3 L M －7 不 整形 188×121 1 1 N 6。40′W

SK 36
SK 227

M －3 不 整形 154×115 2 1 N 24。E

SK 38 ⅵ－3 醜 丸方 形 164×140 5 N

SK 30 M －4 円形 122×108 12 N

SK 27 M －4 隅 丸方 形 90×34 9 N 35。W

SK 4 1 M －4 ほぼ楕 円形 118×9 2 15 N 29。20′．W

S K 37
S K 230

M －4 不撃 形 15 8×123 15 N 6。10′E

S K 26 M －5 －隅丸 方形 13 2×7 1 24 N 24。W

S K 3 1
S K 2 32

M －4 隅丸 方形 10 8×72 11 N

S K 2 8 M －4 楕 円形 10 3×39 11 N 20。E SK 27に切 られ る

S K 3 3 N －3 隅丸 方形 100 ×65 11 N 2 8。W

第2表　土砿一覧表（3）
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番号 地 区 平 面形 態
平面 規模

（cm）

深 さ
（cm）

方　 位 備　　 考 時 期 遺物 挿図

SX O2 M －6 隅 丸 方形 95 ×66 3 N 2 3。W

SK 34 N －3 楕 円形 88 ×70 5 N 3 2。W

SK 23 1 N－4 隅 丸方形 1 10×8 2 6 N 36。E

SX 28 A －4 不 整隅 丸方形 7 5×70 11 N ll。W 調 査区外 へ 延 びる 12C

S X O 5 A －4・5 不 整隅 丸方形 80 ×7 1 11 、N 12。E 調 査 区外 へ 延 びる 14C

S X 15 B －4　－隅 丸方 形 13 2×108 13 N P it2727が切 る 13C

Pit2506 B －4 長 楕 円形二 152×52 7 N

Pit2582 B －6 ほ ぼ楕 円形 123×88 30 －　N 2。W P it2473 を切 る

Pit2208 B 17 ほ ぼ円形 99×9－3 23 N

Pit2586 B －6 楕 円形 135 ×42 37 N 1 5。W

S X 20 C ・D ■4 不 整形 4 17×210 24 N 調査 区外へ 延 び る 14C

Pit2473 B．0－5・6 隅 丸 方形 110 ×107 11 N P it258 2に切 られ る

S X 19 － C －4 不 整 形 146 ×6 1 3 2 N 調査 区外 に延 び る 13C

SX 18 C －4 不 整 形 213 ×57 2 8 N 2 3。W 13C

SX 17 C －4 楕 円形 203 ×10 2 19 N 6。10′W P it2 539を切 る 13C

Pit2721 B－4 不 整 形 86 ×65 53 N 3 2。30′W P it27 99が 切 る

SX 31 C －4 不 整 形 372 ×36 5 20 N 6。20′E 13C前後 第4 0図

SX 34 B ．C －5 隅 丸方形 36 5×23 0 30 N 7。4 0′W SE O08 に伴 う 13C

SX 16 C－5 楕 円形 14 0×9 3 25 N 19030′W 14C

SX 44 C－5 不 整形 120×93 31 N 7。W S X 3 4を切 る 13C

S X 47 C－6 不 整形 165×4 8 30 N lOOw 13 C

S X 48 C －6 隅 丸方 形 17 0×144 25 N 43 Ow

S X 2 2 D －4 不 整形 524×124 18 N 6。W 調 査 区外へ 延 び る －

S X 3 5 D －4 楕 円形 170×100 33 N 8 Ow

S X 38 D －4 不 整楕 円形 145 ×65 25 N 15。W 13C

S X 4 1 D －4 不 整 楕 円形 119 ×35 18 N 5。W 調査 区外 へ延 び る 120後半～

S X 36 D －4 画 丸 方形 225 ×17 6 3 8 N 2 3。W 130後半 第4 0図

S X 42 D 一4 不 整 形 － 237 ×15 7 11 N 6。3 0′W 調査 区外 へ延 びる－ 120後半～

SX 52 D －7 不 整 形 303 ×12 2 6 N －7。20′W 第40図

SX 50 D －5 不 整 楕 円形 80 ×70 23 N 4 3。W SD lO lが 切 る 120前半

SX O3 D －5・6 不 整 方形 23 5×19 0 7 N 5。W 130前半 第40図

SX 48a D －6 不 整楕 円形 25 0×175 10 N 18。40′W 1－20後半～

Pit2180 D －8 長 楕 円形 128×4 4 11 N 2 6。単

SX 55 D ・E－5 楕 円形 111×75 32 N 120後半～

SX 49 D －5 ほ ぼ 円形 14 5×130 12 N 3 7。E S D lO lを切 る 120後半～

SX 57 D ．E －7 隅 丸方 形 156×157 3 1 N 18。W 13C

S X 56 －E －7 不 整方 形 185×128 5 N 4 5。W 120後半～

第2表　土砿一覧表（4）
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番 号 地 区 平 面形 態
平面 規模

（cm）
深 さ
（cm）

方　 位 備　　 考 時期 遺 物挿 図

Pit2027 E－13 ほ ぼ楕 円形 57 ×52 8 N 35。30 W

SX 58 E－7．8 不整 長楕 円形 200 ×10 5 13 N 12。3 0′W 13C 第4 0図

SX 53 D ，7 円形 220 ×20 3 57 N 13C 第4 0図

Pit2019 E l12 不整 隅 丸方形 340 ×14 8 6 N 5。W 調 査 区外へ 延 びる

Pit2023 E．F－15 不 整楕 円形 20 6×14 0 55 N 4。E－ 一部調 査 区外

Pit2030 E 112 長 楕 円形 14 2×58 11 N 7。4 0′W

Pit2019 F －15 不 整長 楕 円形 114×52 9 N 17。10′W 調査 区外へ 延 び る

Pit2012 F －16 不 整楕 円形 18 6×100 1 1 N 149。3 0′E 一部 調査 区外

pit2004 G －15 不 整方 形 150×112 30 N 28。10′W

Pit2018 F －16 楕 円形 65×4 5 7 N 4。10′E

Pit2017 F－6 不 整楕 円形 128×80 22 N 2。E P it20 16を切 る

Pit2005 G －15 楕 円形 142×103 10 N 35 E

S K O l G －11 不 整 円形 127×120 2 5 N 20 Ow 一部 調査 区外

S K O3 G．H－12 不 整 円形 225×207 23 N

SX O 3 J－1 1 不整 楕 円形 ． 160 ×47 9 N 半 分 a 区側

第2表　土砿一覧表（5）

溝（第29図）

SDO3　SDO4

調査区北東で検出した、平行してコの字状に廻る2条の溝である。方位はN－3。－Eにとる。

SD03は幅47cm、深さ8cm、SD04は幅52cm、深さ10cmを測る。心々距離は北東辺で1．5m、北

西辺で1・5m、南西辺で4・Omを測るO東側はSDOlに切られ全体規模は不明であるが、南西辺

はSDOlの直前で屈曲し、東南方向へ走る北東辺につながると考えられる。残存する長さは44m

X48m以上を測るO

SDO1（第30図）

調査区東端で検出した、東へ湾曲し北へ流れる旧河川である。幅6．6～9・4m、深さ24－10cm

を測り、延長96m検出した。さらに北東へ延びる。中央で2条の河川が合流し1条になってい

る。南側の2条の河川の内、東側のものは東岸が調査区外にかかるため規模は不明。西側の河

川は幅3～7m、深さ30cmを測る。
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SD21

北東に張り出した調査区で検出したO幅280cm、深さ15cmを測り、東側は調査区外へ延びるO

方位はN－10。－Eにとる。

SDO7

調査区北東で検出した。幅70cm、深さ15cmを測り、北側は調査区外へ延びるO方位はほぼ真

北にとるO

SD26

調査区北東で検出した、東北方向に走る溝であるO幅25cm、深さ2cmを測る。途中2m途切

れているが、延長46m検出したO

SD28

調査区北側中央を西へ湾曲して北に走るO幅75cm、深さ12cmを測り、延長48m検出したO

SDlOlを境に途切れるO

第29図　溝配置図（1／1200）
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SD27

SD28の東側に接して走る幅37cm、深さ9cmの溝であるO延長27m検出した。

SD29・SD16

調査区北側中央で検出したO平行して矩形に廻る2条の溝であるO方位はN－40。－Eにとる。

SD29は幅35cm、深さ7cm、SD16は幅55cm、深さ8cmを測る。心々距離は3・Omを測る。SD16

はSD116を境に途切れ、SD29はその北側で途切れている。SD16は延長11m、SD29は延長12m

検出した。

SDlO2・SD101・SD30

東西方向に平行して走る3条の溝であるO心々距離は10m前後を測るO方位はN－7。30′－WにとるO

SDlOlは幅45cm、深さ8cmを測り、SDlOOを挟んだ西側でその延長6mを検出した。東側はSDOlの

西側26mの位置から複雑に分岐している。分岐点からSDlOO東側までの延長56mを検出した。

SDl02は幅40cm、深さ13cmを測り、延長55m検出した。SD30は後世の削平によって、破線状に途切

れた状態で検出されたO幅52cm、深さ26cm、延長は途切れた部分を加え延長48mを測る。

SD103

SD102の北を50cmの心々距離をとって平行に走る溝であるO幅45cm、深さ13cmを測り、延長

15m検出した。

SD105

SDlOlの南を30－75cmの心々距離をとって平行に走り、東端はSDlOlと重複するO幅55cm、

深さ12cmを測り、延長23m検出した。

SD30の南1－3m付近にもSD30と平行に走る数条の溝の断片がみられるが、削平により

詳細は不明。

SD104

北側中央で検出した。北岸は調査区外にかかるため、幅の全長は不明。深さ17cmを測り、延長

22m検出、SDlOOをはさんだ西側で延長とみられる幅180cm、深さ26cmの溝を延長5m検出したO

SDO5

調査区の北東隅で検出した、SDOlの北西を迂回するように流れる溝である。幅76cm、深さ10cm

を測り、延長17m検出したO

SD100（第30図、図版23）

調査区西側を南北に流れる幅3．5－9m、深さ1mの大溝であるO延長110m検出した。主軸

の方位はN－6。30′－WにとるO溝鹿部は北へ緩やかに傾斜するO埋土中からは彩しい量の遺物

が出土した。SDlOOの埋土に掘り込んだ遺構も予想されたが、上面からの識別は困難で、辛う

じて土層断面から確認できたO上層出土遺物中に新しい様相を示すものが全体の量からすれば

若干混入しているが、上面からの掘り込みに伴うものと考えているO
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付属施設

SDl00と直交する溝状の張り出しが、約42m（70丈）の間隔をとって3カ所でみられた。北側

から、SD112、SD113、SDl14とするO

SD112

SDlOO調査区北端から18mで検出した。SDlOOの東岸が調査区外にかかるため、西岸でのみ

検出した。長さ5m、幅1・8m、深さ15cmを測る。

SD113

SD112から42m南のSDlOOの両岸で検出した。東岸では一部調査区外にかかるが、長さ75m、

幅55cm、深さ25cm、西岸で長さ2m、幅1m、深さ15cmを測る。

SD114

SDl13から42m南のSDlOOの両岸で検出したが、西岸では西側が調査区外に延び、長さ2m

分検出、幅1m、深さ22cm、東岸で長さ5．5m、幅1．3m、深さ7cmを測る。

杭列（第31図）

SDlOOの調査区南端の西岸寄りで検出した。南北に平行にのびる2列の杭列で、2列間の距

離は2．3mを測る。方位はN－5。－Wにとる。東側の杭列は約4・6m続き、16本の丸杭からなる。

そのほとんどは垂直に打ち込まれている。杭底の水準高は13・9－14・3mとほぼ均等で、杭は先

端から20－40cm程残存し、北側の杭ほど残存長は短くなるO杭の間隔は、中央に90cmの開きが

あるほかは20～40cmの間におさまる。北端に横たわっている木材は、横木か折れた杭のいずれ

であるか不明O西側の杭列は約2．3m続き、6本の丸杭からなる。すべて垂直に打ち込まれて

いる。杭底の水準高は14・1－14．3mとほぼ均等で、杭は先端から10－35cm残存し、東側の杭列

と同じく北側に行くにつれて残存長は短かくなる。杭の間隔は40～50cmにとる。

杭列の西側のSDlOO西岸は、通常の幅より約2m挟れており、溝の流れに沿ったこの杭列

は護岸用と考えられる。

2　出　土　遺　物

掘立柱遺物・ピット状遺構出土遺物　建物を構成する柱穴としてまとめることができた柱穴

掘り方から出土した遺物のほとんどは細片で、固化することができたものについて述べる。

SB46出土土器（第32図）

土師器小皿（1）　鹿部は糸切りで、板状圧痕はみられない。外面体部から内底まで横ナデO

口径8．6cm、底径6．5cm、器高1．2cmを測るO

SB47出土土器（第32図、図版29）

土師器小皿片、陶器四耳壺が出土したO

陶器四耳壺（2）釉は緑色、胎土は灰色を呈する。
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SB48出土土器（第32図）

陶器壺（3）平底の鹿部片で、体部は横ナデで、器面の凹凸が著しいO胎土は粗い砂粒を多

量に含み、色調は外面赤褐色、内面灰色を呈するO

SB80出土土器（第32図、図版29）

白磁皿（4）体部中位で屈曲し、内底見込みは平坦で、口縁部は内湾気味に外上方へ延びる。

内底見込みに、ヘラ状工具で草花文を施す。釉は灰白色で、屈曲部よりやや下位まで施釉され

るO胎土は灰白色を呈する。

SB92出土土器（第32図、図版29）

土師器小皿（5～7）鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデ。

口径は9．0－9・4cm、底径6・9～7．2cm、器高1・0－1・4cmを測るO

SB115出土土器（第32図、図版29）

黒色土器椀（8）体部は丸味を持って外上方に延び、口縁部はかるく外反し、端部を外側に

引き出す。外面体部から内面にかけてヘラミガキ、口縁部内面はコテアテ痕か、外面体部下半

には指頭圧痕がみられるO内外面とも燻され、漆黒色を呈する。高台は低く、幅が狭く、外側

に開く。

柱穴・ピット状遺構出土土器（第32～34図、図版29～31）

建物を構成する柱穴以外について述べる。建物としてまとまる柱穴から出土する遺物のほと

んどが細片であるのに比べ、遺物の残存状態もよく、PitOlのように鎮壇の性格をもつとみら

れるものもある。9－11．13は土師器杯で、鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられるO体部は横

ナデ、内底はナデ。口径、底径、器高はそれぞれ、9は14．5cm、8．6cm、3cmを測るO Pit2468

（B－6区）出土OlOは14．5cm、11cm、3cmを測る。Pit2469（B－6区）出土。11・12はPit2710（B・

C－4区）出土。11は11．8cm、7．8cm、2・5cmを測る。12は土錘で長さ4cm、径1．1cmを測る紡錘

形のものである。13は15・6cm、10cm、2・8cmを測る。Pit2303（C－7区）出土。14・15はPit2001（B－

9）出土。14は土師器杯で鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデ。

口径15・2cm、底径11．8cm、器高3・1cmを測る015は滑石製匙で、石鍋を再加工したもので撥形

の形状をとる。16～21はPit2014（B－9区）出土。土師器小皿で、鹿部は糸切りで、板状圧痕が

みられる。体部は横ナデ、内底はナデ。口径は9・4cm～9・0cm、底径7．4～6．8cm、器高1．1cm～0．9cm

を測る。22は陶器壺で口縁部を折り返し、断面四角形にする。口縁部内面に指頭圧痕がみられ

る。外面に小豆色の釉がかけられ、胎土は灰色を呈する。23は土師器小皿で、鹿部はヘラ切り、

板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデ。口径8・9cm、底径6．4cm、器高1・3cmを測る。

Pit1523（G－9区）出土024は黒色土器椀で器周残1／5からの復元。体部上位で屈曲し、口縁部は

わずかに外反し、端部を外側へ引き出す。高台は欠失。内外面ともヘラミガキを施す。

Pit1784（Ⅰ－8区）出土。25は龍泉窯系青磁小椀で、体部外面に鏑蓮弁をもつ。釉は空色に発色
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し胎土は灰白色を呈する。Pit1670（L－5区）出土。26は土師器椀で体部中位に肥厚する屈曲部

をもち、口縁部は外反するO口径15．7cm、高台径7・2cm、器高5・4cmを測る浅めの椀である。

Pit1427（M－7区）出土。27は瓦質土器片言鉢で、器周残1／8からの復元である。体部中位はや

や丸味を持って外上方に延び、口縁部を玉線状にする。器表の磨滅が著しく、調整は明確に観

察できないが、口縁部内面にハヶ目がみられる。色調は外面が灰白色、内面は淡黄色灰色を呈

する。Pit2701（C－4区）出土。28は土錘で、全長4・4cm、径1・0cmを測る棒状のものである。

Pit2534（C－4区）出土。29は砥石で4両が研磨に使用されている。30は瓦質片口鉢で器周残1／4

からの復元であるO体部は直線的に外上方に延び、口縁部は外側に肥厚する。器表の磨滅が著

しく、調整は明確に観察できないが、内面は横方向のハヶ目の上に条線を施す。外面は体部上

位に横方向のハヶ目、それより下位は凹凸が著しく、体部の下位に指頭圧痕がみられる。色調

は淡黄灰色を呈する。31・32は土師器小皿である。31は鹿部糸切りか、板状圧痕がみられる。

体部は横ナデ、内底はナデO口径8．5cm、底径6．9cm、器高1．0cmを測る。Pit2783（C－6区）出土。

32は鹿部ヘラ切り、板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデO口径9．4cm、底径7．5cm、

器高1・0cmを測る。Pit1854（G－8区）出土。33－36はPit2215（D－8区）出土。33は土師器小皿、

34－36は土師器杯である。鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデ。

33は口径9・7cm、底磋8．0cm、器高1．0cm、34－36は器周残1／4からの復元口径14．6～15・4cm、底

径9・7～11・9cm、器高2．4～2．9cmを測る。37は土師器小皿で鹿部は、糸切り板状圧痕はみられ

ない。外面体部から内底まで横ナデ。口径9・1cm、底径7．9cm、器高1・4cmを測る。Pit2216（D－

8区）出土。38は土師器杯で、鹿部は糸切り板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデ。

口径15．1cm、底径9．8cm、器高3．0cmを測る。Pit2217（D－8区）出土。39は瓦器椀で、器周残1／6

からの復元。体部中位に肥厚する屈曲部を持ち、口縁部は外反する。調整は磨滅により詳細不

明。外面口縁部から内面にかけて黒色、その他の部位は灰色を呈する。

PitO1（D－4区）出土遺物（第34図、図版31）

土師器小皿1、白磁椀1、皿2、鎌1が埋納されていた。

土師器小皿（40）鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデ。口径

8．2cm、底径6・3cm、器高0・9cmを測る。

白磁

椀（41）口縁部は外反し、高台は細く、低い。言縁部を輪花にし、体部内面上位に沈線、内

底見込みと体部の境に段をもつ。内面にヘラおよび櫛状工具によって草花文を施す。白色の強

い灰白色の釉がほぼ高台までかかり、口縁部外面から垂下している。胎土は灰白色を呈する。

皿（42・43）平坦な見込みから直線的に屈曲し、言縁部に到る。内底見込みに草花文を施す。

鎌（44）刃先端は欠失。残存長13・5cmを測る。
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井戸出土遺物

SEO1出土土器（第35図、図版32）

土師器　鹿部切り離し方法は糸切りで、体部および内面鹿部は横ナデ、外面鹿部に板状圧痕

はみられない。

小皿（1）口径8．3cm、底径6・2cm、器高1・2cmを測る。

杯（2）口径（復元）13．4cm、底径8．8cm、器高2．6cmを測る。

龍泉窯系青磁椀（3）口縁部は外反し、高台は断面四角形で畳付から露胎である。体部外面

にヘラ措きの蓮弁文をもつ。釉は緑色、胎土は明赤褐色を呈する。

SEO7出土土器（第35図、図版32）

土師器小皿片・杯片、瓦器椀片、白磁片、龍泉窯系青磁片、瓦質土器片、石鍋片が出土した

が、そのほとんどは細片である。

土師器　鹿部切り離し方法は糸切りで、体部および内面鹿部は横ナデ、外面鹿部に板状圧痕

はみられない。4・5は器周残1／4前後からの復元である。

小皿（4）口径（復元）9．2cm、底径（復元）7．6cm、器高1．7cmを測る。

杯（5）口径（復元）12・8cm、底径（復元）7．8cm、器高3・0cmを測る。

龍泉窯系青磁皿（6）やや上げ底の平底皿の鹿部片であるO内底見込みに櫛状工具で花文を

施す。緑色の釉をかけた後、外底の釉をカキ取っているO胎土は黄灰色を呈する。

SEO6出土土器（第35図）

土師器小皿片、青磁片、白磁片、瓦質土器片が出土したが、そのほとんどは細片である。

土師器小皿（7）鹿部は糸切りで器周残1／4からの復元O口径8・6cm、底径6・8cm、器高1．25cm

を測るO磨滅により調整不明O

SEO8出土土器（第35図）

土師器小皿片、杯片、龍泉窯系青磁片、白磁（口禿）片、瓦質土器片が出土したO

土師器小皿（8）鹿部は糸切りで、器周残1／4からの復元口径9・0cm、底径7．4cm、器高1・4cm

を測る。磨滅により調整不明。

SEO5出土土器（第35図、図版32）

土師器小皿片．杯片、白磁片、陶器片、瓦質土器片、石鍋片、土錘片が出土したが、その多

くは細片である。

土師器小皿（9）鹿部は糸切りで、器周残1／4からの復元口径8．2cm、底径6．4cm、器高1・5cm

を測る。磨滅により調整の詳細は不明であるが、外面鹿部に板状圧痕がみられる。

土錘（10・11）10は全長3．8cm、径1・2cm、11は全長4．9cm、径1・3cmを測る紡錘形のものO

－　58　－



7

』。二。♂
8

三三ク
13

SEO1

SEO7

SEO6

SEO8

SEO9

Q

三書言越
．　　　　　　　　　　．　・

15cm
－－－．－－，－．－－．－．－－．1．－－．－■．．．・．11．1

第35図　井戸出土遺物実測図（1）（1／3）

－　59　－



SEO3

－ －l

ミ≠ミ；ミ≡

三三妄ミ≡葦重幸

．．．．．－　 ．，一一．・・．．．一一・一一－　 ．－ 一一　－

一層圃
SEO2（SD100内）

24

月　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　15cm

l　1．　－　1　L一一一．．1．　5　　　　　　　　1

第36図　井戸出土遺物実測図（2）（1／3）

古瀬戸仏花瓶（12）頚部と体部上半の破片資料。頚部に不源環（欠損）、平行沈線を有し、体

部上半には蕨手文の印文を施す。鉄釉を漬け掛けしている。胎土は灰色を呈する。

SEO9出土土器（第35図、図版32）

土師器小皿片、杯片、白磁片、龍泉窯系青磁片、瓦質土器片、須恵器片が出土したがその多

くは細片であるO

土師器

小皿（13）鹿部は糸切りで器周残1／3からの復元口径9．0cm、底径7．2cm、器高1・3cmを測るO
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体部は横ナデ、内面鹿部はナデ、外面鹿部には板状圧痕がみられる。

杯（14）器周残1／6の口縁部片である。椀の可能性もある。磨滅により調整の詳細は不明。

須恵器片口鉢（15）口縁部細片である。

白磁皿（16）体部上位で内湾し、屈曲部の内面には沈圏線がめぐる。破片資料でみるかぎり

無文であるO釉色は灰白色で、体部外面下半には施釉されない。胎土は黄灰色を呈する。

龍泉窯系青磁皿（17）　6より大型の平底皿鹿部片である。内面見込みにヘラ状工具で花文を

施すO灰緑色の釉をかけた後、外底の釉をカキ取っている。胎土は灰白色を呈する。

SE10出土土器（第35図、図版32）

土師器杯片（鹿部糸切り、板状圧痕）、白磁片、龍泉窯系青磁片、瓦質土器片が出土したがそ

のほとんどは細片であるO

瓦質土器片口鉢（18）口縁部を玉線状にし体部は丸味をもつ、器周残1／8の体部上半の破片

資料であるO外面は横ナデで、指頭圧痕がみられ、内面にはハヶ目を施している。

SEO3出土土器（第36図、図版32）

土師器小皿片、杯片、白磁片、石鍋片、瓦質土器湯釜が出土したがそのほとんどは細片であ

る。

瓦質土器湯釜（19）器周残1／3で、鹿部は欠失している。口縁部は直立し、体部は丸味をもつ。

肩部上位に沈線、体部中位に鍔を巡らす。肩部の沈線より下位に耳を貼り付ける。耳は径2．4cm、

全長5・4cm、孔径0・9cmを測る。肩部の沈線の下位に菊花文、体部中位の鍔の上位に松、波状文

の印文を施す。口縁部内面から体部外面中位にかけて横ナデ、その下位にはハヶ目を施す。体

部内面には細かいハヶ目が施され、口縁部と体部の境から肩部の内面、耳と鍔の張り付け部分

の内面には指頭圧痕が残る。色調は灰黒色で、一部に銀色の光沢がみられる。

SEO2（SDlO0内）（第36図、図版32）

土師器小皿片、杯片、瓦器椀片、白磁、龍泉窯系青磁片、須恵器片が出土した。

土師器杯（22）器周残1／6からの復元口径13・5cm、底径11・2cm、器高2．5cmを測る。鹿部は糸

切りで体部には横ナデを施す。

白磁皿（20・21）20は内底見込みの釉を輪状にカキ取っている高台付皿である。口縁部は外

反する。釉色は白色が強い灰白色で、体部外面下半は露胎である。胎土は灰白色を呈する。21

は体部中位で屈曲し、その内面に沈線をもつ平底皿である。口縁部は外反する。釉色は淡黄灰

色で、体部下半には施釉されないO胎土は灰色を呈するO

SEO2出土遺物（第36図、図版32）

土師器小皿片、杯片、土鍋片、瓦器椀片、白磁片、龍泉窯系青磁片、須恵器片、棒状土製品

片が出土したがそのほとんどは細片である。

土師器
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杯（23）器周残1／4からの復元口径15．8cm、底径11．0cm、器高2．9cmを測る。鹿部は糸切りで

板状圧痕がみられ、体部には横ナデが施される。

鍋（25）内面はヘラナデ、口縁部平坦面には、植物繊維の圧痕がみられるO外面は屈曲部か

ら上位はナデ、それより下位にはヘラナデが施されている。

棒状土製品（24）両端は欠失し、一方に窄まるO胎土には胎い砂粒を多量に含む。

SEO4出土遺物

土師器小皿片、杯片、瓦器椀片、白磁片、龍泉窯系青磁片が出土したが、いずれも細片で図

化できない。

SE11出土遺物

土師器（鹿部糸切り）小皿片、杯片、瓦器椀片、白磁片、同安窯系青磁片が出土したが、いず

れも細片で図化できない。

土砿出土遺物

SKO1出土遺物（第37図、図版33）

黒色土器椀（1）体部は丸味をもち、口縁部は外反し、端部を丸くおさめる。外側に開く高

台を貼り付ける。内面から体部外面にかけてヘラミガキを施す、外部外面に針状工具で焼成後

につけられた記号とみられる線刻がある。口径15．4cm、高台径7・7cm、器高6．1cmを測る。

小刀（2．3）2は残存する長さ8．8cm、（茎の長さ1．4cm、刃部の長さ7．4cm）3は残存する

長さ25・1cm（茎の長さ9・9cm、刃部の長さ15・2cm）を測る。

SKO5出土遺物（第37図、図版33）

土師器小皿（4）鹿部はヘラ切りで板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデ。口径
．

10・2cm、底径7．7cm、器高1．1cmを測る。

黒色土器椀（6）体部は丸味をもち、口縁部は外反する。外側に開く高台を貼り付けるO内

面から体部外面にかけてヘラミガキを施す。口径16．0cm、高台径7．5cm、器高6．3cmを測る。

滑石製品（5）直径2．4cmの筒状の容器を2個連ねた製品である。外面は研磨され、内面には

工具痕を残す。

SK201出土土器（第38図、図版33）

土師器小皿、杯、瓦器椀片、越州窯系青磁椀片、白磁椀Ⅳ類．Ⅴ類（以下、太宰府史跡分類

による）片が出土したがそのほとんどは細片である。

土師器

小皿（7）鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデO　口径7・9cm、

底径6．7cm　器高1．0cmを測る。

杯（8）鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデ。口径15．8cm、

底径11・4cm、器高2・5cmを測る。
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第37図　土砿墓出土遺物実測図（1／3）

瓦器椀（9）器周残

1／6の言縁片。色調は

外面灰色、内面灰白色。

越州窯系青磁椀片

（10）内底見込みに目

アトを有し、釉は黄緑

色、胎土は灰色。

SK214出土土器（第

38図、図版33）

土師器小皿、底杯、

瓦器椀が出土した。

土師器

小皿（11～14）鹿部

はヘラ切りで、板状圧

痕がみられる。体部は

横ナデ、内底はナデ。口径8．6－10．2cm、底径6・3～8・8cm、器高0．8～1・3cmを測る。

丸底杯（15）磨滅により調整不明。器周残1／3からの復元口径15．0cm、底径3・1cmを測る。

瓦器椀（16）体部は丸味をもち、口縁部外面下位をくぼませ薄くする。高台は幅が狭く、低

い。内底見込みを中心に灰黒色、その他の部位は明赤色を呈する。重ね焼きによる。

SK222出土土器（第38図、図版34）

土師器小皿、杯、瓦器椀が出土した。

土師器　鹿部はヘラ切りで、板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデ。

小皿（17～21）口径8・7～9．3cm、底径6．4－7・5cm、器高1．1～1・3cmを測る。

杯（22）口径15・9cm、底径12．3cm、器高3．0cmを測る。

瓦器椀（23）体部中位に肥厚する屈曲部をもち、言縁部は外反する。調整は磨滅により詳細

不明。内面から外面口縁部にかけて黒色、外面鹿部は明赤褐色、その他の部位は灰色を呈する。

SK20出土遺物（第38図、図版33）

棒状土製晶（24．25）24はほぼ一個体分で、断面隅丸六角形を呈する。先端部は窄まり、到

り込みをもつ。胎土には粗い砂粒を多量に含み、瓦質に焼成され灰黒色を呈する。

SX28出土遺物（第38図、図版34）

棒状土製晶（26）断面形は隅丸正方形を呈する。両端を欠失する。胎土には粗い砂粒を多量

に含み、土師質に焼成され淡黄褐色を呈する。

SK68出土土器（第39図、図版34）
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土師器小皿、杯、龍泉窯系青磁が出土した。

土師器

小皿（27－29）鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデ。口径

7．7～8．9cm、底径6・2～6・6cm、器高0．9－1．3cmを測るO

杯（30）器表のアレが著しく鹿部切り離し方法、調整は不明。器周残り1／6からの復元口径

9・Ocm、器高2．7cmを測る。

龍泉窯系青磁椀（31）内面に「金玉満堂」の印文を施すO

SK245出土土器（第39図、図版34）

研磨土器椀が出土している。

研磨土器椀（32）口縁部を玉縁状にし断面半円形の低い高台を貼り付ける。体部内外面は研

磨され、器面を密にする。胎土は淡赤褐色の精良なものである。器周残1／8からの復元O

SK55出土土器（第39図）

土師器杯（33）鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデ。器周残

り1／4からの復元口径13．6cm、底径8．6cm、器高2．4cmを測る。

SK63出土土器（第39図、図版34）

土師器小皿（34）鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデ。口径

9．8cm、底径7．7cm、器高1．1cmを測るO

SK64出土土器（第39図）

土師器小皿（35）鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられるO体部は横ナデ、内底はナデO器周

残り1／2からの復元口径9．9cm、底径7．1cm、器高1．2cmを測る。

SX31出土土器（第40図、図版35）

土師器小皿、杯片、白磁椀Ⅴ－4類片が出土した。

土師器小皿（36～38）鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられるO体部は横ナデ、内底はナデO

口径9・1～9・2cm、底径7．2～7．8cm、器高0・8～1．2cmを測る。

SX24出土土器（第40図、図版35）

土師器小皿、杯片、白磁（言禿）片、青磁片が出土したが、そのほとんどは、細片であるO

土師器　鹿部は糸切りで、板状圧痕はみられない。外面体部から内面鹿部まで横ナデ。

小皿（39～40）口径8．0－8．4cm、底径6．7－6．4cm、器高1．1～1・2cmを測るO

杯（41～44）口径11．7～12・6cm、底径7．5～8．0cm、器高2・7～3・1cmを測るO

SX36出土土器（第40図、図版35）

土師器小皿、杯、瓦器椀片、白磁片、青磁片が出土した。

土師器　鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデO

小皿（45）口径0・8cm、底径5・6cm、器高1・3cmを測る。
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第38図　土砿出土遺物実測図（1）（1／3）
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第39図　土拡出土遺物実測図（2）（1／3）

杯（46）口径12．0cm、底径7．5cm、器高2・7cmを測る。

SX53出土土器（第40図、図版35）

土師器小皿、杯片、鍋片、白磁椀Ⅴ類片、青磁片、黒釉陶器片が出土したが、そのほとんど

は細片である。

土師器小皿（47）鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられるO体部は横ナデ、内底はナデ。口径

（復元）9．2cm、底径6・3cm、器高1・1cmを測るO

SXO3出土土器（第40図、図版35）

土師器小皿片、杯、鍋片、白磁片、青磁椀が出土したが、そのほとんどは細片である。

土師器杯（48）鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデ。口径

14．8cm、底径10．8cm、器高2．5cmを測る。

SX58出土土器（第40図、図版35）

土師器小皿片、杯片、白磁椀Ⅳ類片、瓦質土器片、が出土したが、そのほとんどは細片である。

土師器小皿（49）鹿部は糸切りで、磨滅により圧痕の有無、調整は不明。器周残1／4から
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第40図　土砿出土遺物実測図（3）（1／3）

の復元、口径9．6cm、底径7．7cm、器高1．2cmを測る。

SXO9出土遺物（第40図、図版35）

土師器杯（鹿部糸切り）細片、土錘が出土した。

土錘（50）全長4．0cm、径1．0cmを測る棒状のものである。
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第41図　SX51出土土器実測図（1／3）

SX40出土土器（第40図、図版35）

土師器杯（鹿部糸切り）片、瓦器椀片、青磁椀片、土錘が出土したが、そのほとんどは細片。

土錘（51～53）全長4・1－5．4cm、径1．0－1・2cmを測る棒状のものであるO

SX52出土土器（第40図、図版35）

土師器鍋（54）口縁部は内湾して体部上位で屈曲し、端部を丸くおさめる。体部は丸味をもっ

て外上方に延びるO体部と鹿部の境は不明瞭である。鹿部は縁辺部以外は欠失している。外面

には煤が付着し、ナデを施すO　言縁部内面はハヶ目をナデ消し、体部内面にはパケ目を施し下

半のパケ目は上半のものより細かい。胎土には砂粒を多量に含み、暗黄褐色を呈するO

SX51出土土器（第41図、図版36）

土師器小皿、高台付小皿、杯が出土したO

土師器　鹿部は糸切りで、板状圧痕がみられるO体部は横ナデ、内底はナデ。

小皿（55－65）口径8．8～9．8cm、底径6．9～9．0cm、器高0．9－1．6cmを測るO

高台付小皿（66）口径10．5cm、底径5．8cm、器高2・2cmを測るO

杯（67～74）口径14・1－15．3cm、底径9．3～11．4cm、器高2．7－3．1cmを測るO
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溝出土遺物

SDO1出土土器（第42・43図、図版37．38）

上層で13世紀代の遺物片がみられたが、それより下の層ではまとまった時期の土器が出土し

ている。13．15・16・20・21は、1型式先行するとみられる。

土師器

小皿（1－13）鹿部切り離し方法はすべてヘラ切りである。体部は横ナデ、内面鹿部はナデ、

外面鹿部には板状圧痕がみられる。口径9．4～10．6cm、底径6．6－8．4cm、器高1・2～1・8cmを測る。

椀（14～19）14は口径15．5cm、器高3・8cmを測る無高台の椀である。鹿部はあまり丸味をも

たず、平底に近いO　口縁部は外反している。体部外面は横ナデ、内面はヘラナデとみられる。

15～19は高台付椀である015は口径14・5cm、高台径9．6cm、器高6．1cmを測る。高台径、器高は

他のものより大きいO体部は丸味を持ち、口縁部は若干外反する。16の休部は丸味をもって外

上方へ延び、口縁部は外反する。高台は欠失しているO体部は内外面とも横ナデを施す。17は

口縁端部を外側へ引き出すO体部下半には指頭圧痕がみられる。体部外面は横ナデ、内面はヘ

ラ磨きを施す。18・19は、体部上位で屈曲し、中位は肥厚し、口縁部は若干外反する018の外

面体部は横ナデ、内面はヘラミガキを施す。19の外面体部は横ナデ、内面はヘラナデを施す。

内黒土器

椀（20．21）体部は丸味を持ち、口縁部は外反する。内面および体部外面にヘラミガキを施

し、内面のみを煉す。

黒色土器

椀（22）口径（復元）15．0cm、器高6．9cmを測る深めの椀である。高台は低く外側に開き気味で、

径は8・4cmと大きい。内面および体部外面はヘラミガキを施し、内外面を煉す。

研磨土器

椀（23）体部は丸味を持ち、口縁部を小さい玉線状にするO内面および体部外面にヘラミガ

キを施し、体部下半に凸凹がみられることから、指頭圧痕がヘラミガキにより、不鮮明になっ

たとみられる。胎土は黄白色の精良なもので、内面に光沢をもつ煤の付着がみられる。燻され

た可能性が考えられる。

越州窯系青磁

椀（24・25）断面四角形の高台、内底見込みと畳付に目アトを有す。全面施釉の後、畳付の

釉をカキ取っている024の釉は灰緑色、胎土は灰色を呈し白色粒子を含む。25は外鹿部の中心

がへそ状に突起し、釉は淡緑色、胎土は灰白色～淡橙灰色を呈し白色粒子を含むO

陶器

壺（26）平底の鹿部片で、釉は緑色、胎土は明橙色を呈し、SB47柱穴出土のものと同一個

体とみられるO内面の施釉にはむらがみられる。

－　69　－



0
4－＿一口．－．口三　　一一一一一一一一一一」5cm

第42図　SDO1出土土器実測図（1）

－　70　－



第43図　SDO1出土土器実測図（2）（1／3）

SD12出土土器（第44図、図版38）

土師器椀小片・土師器椀が出土した。

土師器椀（1）口径15・Ocm、器高6．4cmを測る深めの椀である。体部は丸味をもち、言縁は

ほぼ直線的に外上方へ延びる。内外面とも横ナデを施すO

SD14出土土器（第44図）

土師器杯小片、黒色土器椀が出土したO

黒色土器椀（2）口径（復元）14．0cm、高台は欠失し残存する器高3・6cmを測る浅めの椀であ

る。口縁部は内湾し、調整は磨滅により詳細不明。

SD26出土土器（第44図）

黒色土器椀、内黒土器椀が出土した。

内黒土器椀（3～5）3は端部を外上方に引き出している言縁部片で、内外面ともヘラミガ

キされる0　4・5は、開き気味の低い高台を貼り付けた鹿部片で内面はヘラミガキされる。

黒色土器椀（6）外反する口縁部片で、内外面ともヘラミガキされる。

SDlO1出土土器（第44図）

内黒土器椀（8）低く開き気味の高台を貼り付けた鹿部片で内面はヘラミガキされる。

黒色土器椀（7）端部を外上方へ引き出している言縁部片で、内外面ともヘラミガキされる。

土錘（9）全長4．3cm、径0・9cmを測る棒状のものである。
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SD102出土土器（第44図）

土師器小皿片、内黒土器椀片が出土したO

内黒土器椀（10）断面円形の高台を貼り付けた体部下半片、外面はナデ、内面はヘラミガキO

SD104出土土器（第44図、図版38）

土師器小皿、内黒土器椀片のほか、瓦器椀片、陶器甕片と新しい時期のものが混入しているO

土師器小皿（11）鹿部切り離し方法はヘラ切りである。体部は横ナデ、内面鹿部はナデ、外

面鹿部に板状圧痕がみられるO　口径10．5cm、底径7．8cm、器高1．2cmを測るO

内黒土器椀（12）体部は直線的に外へ延び、中位で屈曲するO屈曲部は肥厚し、内外面とも

稜をなす。口縁部は外反し、端部は丸く肥厚する。体部外面は横ナデ、内面はヘラミガキされ

る。やや外側に開く高台を貼付した鹿部片と胎土からみて同一とみられる。

陶器甕（13）T字形をなす言縁部片で、内面には青海波状の叩き目がみられる。釉は口縁部

の破片資料の範囲では、みられない。胎土には粗い自色砂を多量に含み、紫灰色を呈するO外

面は赤褐色を呈する。

SD105出土遺物（第44図、図版38）

土師器椀（14）直線的外上方に延びる口縁部で外側に開く、高い高台を貼り付けた鹿部と胎

土からみて同一とみられる。磨滅により、調整の詳細は不明。

黒色土器椀（15）外に開く高い高台を貼り付けた鹿部片で、内面はヘラミガキされる。

SD21出土遺物（第44図、図版38）

土師器　器周残約1／3破片資料である。

小皿（15）鹿部切り離し方法は糸切りで、体部は横ナデO口径（復元）8・2cm、底径（復元）5・8cm、

器高1．2cmを測る。

杯（16）糸切りで、体部および内面鹿部は横ナデ、外面鹿部に板状圧痕はみられないO　口径

11．7cm、底径8．3cm、器高1・9cmを測るO

椀（17）やや外側に開く低い高台を貼り付けた体部下半の破片資料であるO内面、および体

部外面はヘラミガキで、高台内には板状圧痕がみられるO色調は橙色を呈する。

鍋（18）言縁部は内湾して体部上位で屈曲し、端部は鋭い。体部は直線的に外上方へ延びる。

体部と鹿部の境は、明瞭に屈曲しているO鹿部はやや丸味をもつ平底であるO鉄鍋の形態を模

したものであるO外面体部下半と内面鹿部には煤が付着し、底面内外面に器面の剥離がみられ

るO　口縁部は内外面とも横ナデ、外面体部下半には縦方向のヘラ削り、外面鹿部にはコテアナ

痕が放射線状にみられる。内面体部以下は器面の剥離や磨滅により明確に観察しえないが、体

部と鹿部の境には接合する際の凹凸がみられる。内面体部はヘラナデかO胎土には細かい砂粒

を含み、淡黄褐色を呈するO SK47出土のものと接合した。

土錘（19）全長4・3cm、径1・1cmを測る棒状のものであるO
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SD100下層出土遺物（第45～48図、第3表、図版39～41）

Ⅵ層から下を下層として遺物を取り上げた。土師器、瓦器、陶磁器、滑石製品が出土した。

土師器

小皿（1－7）鹿部切り離し方法はヘラ切りである。体部は横ナデ、内面鹿部はナデ、外面

鹿部には板状圧痕がみられるO　口径8・5～10・1cm、底径6・5～8・4cm、器高1・0－1．3cmを測る。

杯（8．9）鹿部切り離し方法はヘラ切りである。体部は横ナデ、内面鹿部はナデ、外面鹿

部には板状圧痕がみられる。8は口径14．6cm、底径11・5cm、器高3．1cm、9は口径15．7cm、底

径11・9cm、器高2・8cmを測る。

丸底杯（10）内面を磨いて器面を密にし、外面鹿部にはヘラ切り痕と板状圧痕がみられる。

口径15．7cm、器高3．1cmを測る。

瓦器

小皿（11）外面鹿部を含む器表のほぼ全面にヘラミガキが施されているO外面鹿部にはヘラ

ミガキの下からヘラ切り痕と板状圧痕がみられる。色調は口縁部の一部が黒色、その他の部位

は灰白色を呈する。口径10・3cm、底径8．2cm、器高2・1cmを測る。

椀（12－19）

12～14は、体部が丸味を持って外上方へ延びる。口縁部はかるく外反し、端部は肥厚し、そ

の下位は薄くくぼんで稜をなす012・13の高台は断面半円形で、直立気味である014の高台は

欠失している012～14の体部外面は横方向のヘラミガキ、内面は1方向のヘラミガキ、14の内

面にはコテアテ痕が放射状にみられる。高台の周囲は横ナデ調整である。13の外面体部下半に

は粘土紐の継ぎ目がみられるO色調は12が内面淡黄灰色、外面灰色、13が内面口縁部から外面

にかけて灰黒色、その他の部位は灰白色を呈する。14は、口縁部内外面とも黒色、その他の部

位は灰白色を呈し、重ね焼きに起因するとみられる。

15は体部下位に肥厚する屈曲部をもつ。体部は屈曲部から内湾気味に外上方に延びるO、体

部外面は横方向にヘラミガキ、内面は1方向にヘラミガキされる。色調は鹿部内外面とも灰色

その他の部位は黒色を呈し、銀色の光沢がみられる。

16は体部の中位が肥厚し、明瞭に屈曲せず稜をなすには至らない。口縁部は直線的であるO

高台は断面三角形である。体部外面は横方向のヘラミガキ、内面は1方向にヘラミガキし、コ

テアテ痕が放射状にみられるO体部外面下半には凹凸がみられ、指頭圧痕がヘラミガキによっ

て不鮮明になったものとみられる。内底見込みには高台径と同径の沈圏線がみられるO高台貼

り付けの際ついたか生乾きの時点で重ねたことによるものかO色調は口縁内外面とも黒色、そ

の他の部位は灰白色を呈する。

－　74　－



三三召　ミ≡≡墓三三召

∈　　ミ二二二っ⊆一一二二プ7

0　　　　　　　　　　　　　　　　　15cm
－－　－　　　－　　一一．　　　　　－　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一－　　　一一．　　　　　　　　　　－　　　　－　　　　　一一　　　　　　　　　　－　　　　　－　　　－　　　　　－　－　－

≒≡≡」≠♂11

第45図　SD100下層出土土器実測図

－　75　－



．、：．

＼±ァ
l

25

』。一一▲－一画1　115甜

－　76　－



17は、体部が中位の肥厚する屈曲部から直線的に外上方に延び、口縁部を薄くおさめる。器

面のアレが著しく、調整について詳細は不明。色調は、口縁部内外面とも黒色、その他の部位

は灰白色を呈する0

18・19は、体部の下位に肥厚する屈曲部をもつ。体部は屈曲部から大きく外反し、内の口縁

端部は内湾する018の体部外面は横方向のヘラミガキ、内面は4方向に分けてヘラミガキされ

る。色調は口縁部内外面とも黒色、その他の部位は灰白色を呈す。高台は径が6．0cmと他に比

べ小さいが、幅広で周囲は横ナデ調節される。19の器面の磨滅により調整を明確に観察できな

いが、体部外面および内面はヘラミガキ、鹿部外面には板状圧痕がみられるO色調は灰白色を

呈する。高台は欠失している。

白磁

椀（20～27）

20・21は高台を外面を直に、内面は斜めに削り出しているO体部は丸味を持って外上方へ延

びる。体部外面下半は露胎である。20は口縁を小さい玉縁とする。釉色は淡黄灰色、胎土は灰

白色を呈する。21は口縁を外反させ、内底見込みに段をもつO釉色は淡黄灰色、胎土は灰白色

を呈する。

22．23は、言縁を折り返し断面三角形の玉縁とする。20に比べ肉厚で玉縁は大きいO体部は

直線的に外上方へ延びるO高台は幅広で削り出しは浅いO体部外面下半は露胎である。内底見

込みに沈圏線をもつO釉色は灰白色で、胎土は22が淡黄灰色、23は灰白色を呈する。

24は他のものと比べ細く、低い高台をもち、口縁部を外反させ端部を水平にするO内面には

体部上位と見込みに沈圏線をもち、櫛描文が施されているO釉色は白色が強い灰白色で、体部

下半は露胎であるO胎土は灰白色を呈する。

25は細く高い高台をもち、言縁部をゆるやかに外反させる。内面体部上位と見込みに沈圏線

をもつ。釉色は白色が強い灰白色で、体部下半は露胎であるO胎土は灰白色を呈する。

26は細く低い高台をもち、口縁部を外反させ、体部は開く。内面には体部上位に沈線をもち、

櫛描文が施されている。釉は淡黄灰色で、高台付近にまでかけられている。胎土は淡黄灰色を

呈する。

27の体部は直線的に外上方へ延び、内見込みの釉を輪状にカキ取る。釉色は灰白色で、体部

下半は露胎であるO胎土は灰白色を呈する。

皿（28）

28は体部は中位で屈曲し屈曲部の内面には沈線をもつ平底皿である。言縁部は外反する。釉

色は淡黄灰色で、体部下半は露胎である。胎土は灰白色を呈する。

龍泉窯系青磁椀（29）高台は断面形四角で、畳付より内側は露胎である。内面に双蓮華単葉
コ

劃花文を施す。釉色はオリーブ色で、胎土は灰白色を呈する。
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岡安窯系青磁椀（30）外上方へ内湾気味に延びる体部の上半に、屈曲部をもつO言縁部はかる

く外反するO屈曲部の内面には沈線をもち、内面見込みと体部との境に段をもつ。体部外面に櫛

状工具で、放射状に8方向の条線を施し、内面はヘラ状工具による片彫りと櫛状工具による雷光

文を施す。釉色は淡いオリーブ色で、休部外面下半は露胎である。胎土は黄灰色を呈する。

陶器鉢（31）田縁端部は外傾し、端部内面の下位と外面口縁下に沈線をもつ。胎土は橙色を

呈するO

滑石製品（32・33）32は有孔紐付コテ状工具で、長方形の紐に孔を穿った部分から欠損して

いる。残存長4・2cm、幅4・1cm。33は有孔方形板で、石鍋を再加工したもので、断面にその曲線

が残るO孔径0．5m、残存長17・3cm、幅7．8cm、厚さ1．4cmを測るO

砥石（34・35）

須恵器　東播系のものである。

片口鉢（36・37）36は体部下半は丸味をもち、上半は直線的に外上方に延び口縁部に至る。

言縁端部は平坦にする。外面体部から内面体部上半は横ナデ、下半は横ナデ後、斜め方向にナ

デ、鹿部は糸切り離し、口径31・9cm、底径10．1cm、器高11．7cmを測る。色調は青灰色を呈し、

口縁端部には自然釉がみられる037の体部は丸味をもち外上方に延び、口縁端部は平坦にするO

調整は36に同じ、器周残1／6からの復元、口径27・8cm、底径9・2cm、器高11・5cmを測る。色調は

青灰色を呈するO

広口壺（38・39）口縁部は朝顔状に開き端部は平坦にする。肩部と体部の境に断面四角形の

突帯を廻らせる。長めの体部は上位に最大径をとるO口縁部から体部まで横ナデ、鹿部は糸切

り離し、38は口径（復元）20・1cm、底径11．8cm、器高37．4cmを測る。39は頚部以上は欠失。色

調は青灰色を呈する。

SD100上層出土遺物（第49～68図、第3表、図版42～59）

土師器

小皿（1～45）1～35の鹿部切り離し方法はヘラ切り、36～45は糸切りである。体部は横ナ

デ、内面鹿部はナデ、外面鹿部には板状圧痕がみられるOl～35は口径8．0～10・4cm、底径6・1

－8．4cm、器高0・9～1・7cmを測り、36－45は口径8・2～9・7cm、底径6・1－7．9cm、器高0・8～1．3cm

を測る。

杯（46～69）46～62の鹿部切り離し方法はヘラ切り、63～69は糸切りである。体部は横ナデ、

内面鹿部はナデ、外面鹿部には板状圧痕がみられる。46～62は口径14．3～16．7cm、底径9．7～

12．4cm、器高2．4～3．4cmを測る。糸切り底のものは法量により大きく2つに分けられる。63－

65は口径12．0～12．9cm、底径7・6～8・8cm、器高2・5～3．1cmを測り、66・68・69は口径14・0－

16・0cm、底径10．3～11．3cm、器高2．6～2．8cmを測る。63～65は上からの混入であろう067は口

径14．8cm、底径7．2cm、器高2・8cmを測り、底径が小さいO他地域からの搬入品か。
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第51図　SD100出土土師器丸底杯・瓦器小皿実測図

丸底杯（70～76）内面を磨いて器面を密にし、こてあて痕が放射状にみられるO外面鹿部に

はヘラ切り痕がみられる。口径15．3－17．3cm、器高3．0－3・5cmを測る。

瓦器

小皿（77～83）外面鹿部にはヘラ切り痕がみられるO全体的に磨滅が著しいが、外面鹿部を

含む器表のほぼ全面にヘラミガキが施されている。色調は78・79・82が全体に黒～灰黒色を里

し、77・80．81・83は口縁部内外面が黒色、その他の部位は淡黄灰色もしくは灰色を呈する。

口径9．8～11．0cm、底径8．0－9・5cm、器高1・7－2・2cmを測る。

椀（84～125）

84～95は体部上位に肥厚する屈曲部をもつ、体部下位は丸味を持ち外上方へ延びる。屈曲部

から外反し口縁部となる。

体部外面は横方向のヘラミガキ、内面は90・91・92が1方向のヘラミガキ、93．94は4方向

に分けてヘラミガキしている。他は磨滅により詳細不明、84・86・92・93の内面にはコテアテ

痕が放射状にみられる。92は器面調整痕が比較的よく残っていた。ヘラミガキの下にコテアテ

痕が2段にわたってみられる091・93．95の体部外面下半には凹凸がみられ、指頭圧痕がヘラ

ミガキによって不鮮明になったものとみられる。92の体部外面下半、93・94は高台内に板状圧
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痕がみられた。84では、粘土紐の継ぎ目がみられた。85・87・88．91の体部外面には焼成後、

針状の工具で記号が線刻されている。高台はいずれも貼り付け高台で、低くやや開き気味であ

る。高台の周囲は横ナデ調整である。84～95は口径16・5～17．5cm、高台径6．5－7・6cm、器高

4・7－5．4cmを測る。色調は84・90．92・93・95が口縁部内外面とも黒色、その他の部位は灰色

を呈し、85・87．89・91は口縁部内外面とも黒色、その能の部位は灰色～淡黄灰色を呈する。

重ね焼きに起因するものである086は外面口縁部から内面にかけて黒色、外面下半は淡赤褐色

を呈する088．94は淡黄灰色を呈し、部分的に黒色を呈す092・93・95の内底見込みは高台径

に等しい径の円形に白色を帯び、90の内底見込みには高台の圧痕がみられ、いずれも重ね焼き

に起因すると考えられる。

96～106は体部下位に肥厚する屈曲部をもつ。体部は屈曲部から大きく外反し、口縁部は肥

厚し、その下位の器壁は薄くくぼむO体部外面は横方向のヘラミガキ、内面は98が1方向のヘ

ラミガキ、97・100．102103．104・105・106は4方向に分けてヘラミガキしている。他は磨

滅により詳細不明。98・100102・103・104．105の内面にはコテアテ痕が放射状にみられる。

96・97．99・100・104の体部下半には凹凸がみられ、指頭圧痕がヘラミガキによって不鮮明に

なったものとみられる098の体部外面下半、97．99・100．103105は高台内に板状圧痕がみ

られた。98では粘土紐の継ぎ目がみられた。106の体部外面には焼成後、針状の工具で記号が

線刻されている。高台はいずれも貼り付け高台であるが98の高台径は5．7cmと他のものより小

さく、断面形はほとんど丸味をもっていない。焼成も群を抜いて堅緻である098以外の高台は

いずれも低く、やや開き気味である。106は高台が欠失しているO高台の周囲は横ナデ調整で

ある096－106は口径17・2～17．9cm、器高5．1～5・6cm高台径（98を除く）6．2～8・1cmを測るO色

調は96は内面黒色、外面淡黄灰色、101は黒色、102は灰色、103は灰白色、104は淡黄灰色、

106は外面体部上半から内面にかけて黒色、外面体部下半は灰色白を呈する。97・99．100・

105は言縁部内外面とも黒色、その他の部位は97・99が灰白色、100は淡黄灰色、105は灰色を

呈する。98は灰黒色を呈し、一部に銀色の光沢がみられる。内底見込みには高台の圧痕がみら

れ、その内側は灰白色を呈し、重ね焼きに起因するとみられる0

107－113は体部下位に肥厚する屈曲部をもつ、体部は屈曲部ら内湾気味に外上方へ延びる。

口縁部はわずかに肥厚するO体部外面は横方向のヘラミガキ、内面は107・111が1方向のヘラ

ミガキ、109は器周残約％からの復元であるが4方向に分けてヘラミガキしているとみられるO

他は磨滅により詳細不明、112．113の内面にはコテアテ痕が放射状にみられる。107は体部下

半に指頭圧痕が残る。他のものも体部下半に凹凸がみられ、指頭圧痕が後の調整により不鮮明

になったものとみられる0107は高台内に板状圧痕がみられたO高台はいずれも貼り付け高台

であるが、111－113の高台径は6・6cm前後と他のものより小さく、108．110～113の高台は直立

気味であるO高台の周囲は横ナデ調整である。107～113は口径15・9～17・2cm、高台径6．4～7．7cm、
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第52図　SD100出土瓦器椀実測図（1）
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第53図　SD100出土瓦器椀実測図（2）
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器高5・1～5．5cmを測る。色調は107は灰黒色、111の外面は黒色、内面は灰色、113は淡黄灰色

を呈する0108－110は口縁部内外面とも黒色、その他の部位は灰色、112は灰黒色で内底込み

には高台の圧痕がみられ、その内側は灰白色を呈し、重ね焼きに起因するとみられる。112は

98と口縁の形態や高台径に違いがみられるが、胎土や色調、高台の形態等類似する点が多くみ

られる0

114～117は体部の中位が肥厚し、明瞭に屈曲せず稜をなすには至らない。口縁部は直線的で、

端部は薄くおさめている。114の体部外面は横方向のヘラミガキ、内面には1方向のヘラミガ

キがみられる。口径16・Ocm（復元）、高台径（復元）6．2cm、器高4．8cmを測るO色調は内面か

ら口緑部外面にかけて黒色、その他の部位は灰白色を呈する。115は磨滅が著しいが体部外面

には焼成後針状の工具で付けられた記号の痕跡がみられる。内外面とも黒色を呈するが、内面

の器表が剥離している部分は赤褐色を呈するO口径17・0cm、高台径7・8cm、器高5・2cmを測る。

116は口径16・9cm、高台径6．3cm、器高6．2cmを測る深さの椀である。内面および高台付近まで

ヘラミガキ、内面はコテアテ痕が放射状にみられる。色調は口縁部内外面とも黒色、その他の

部位は灰白色を呈する。117は口径16．9cm、高台径5．7cm、器高6．2cmを測る。深めで高台径が

小さい椀である。外面は高台付近までヘラミガキ、内面は1方向にヘラミガキしコテアテ痕が

放射状にみられる。体部外面下半には指頭圧痕が顕著にみられる。色調は外面から口縁部内面

にかけて黒色で一部に銀色の光沢がみられる。その他の部位は灰白色を呈する。

118～120は器肉を肥厚させずに、体部は丸味を持って開き、口縁部は直線的である。118の

体部は内外面ともヘラミガキO口径17．1m、高台径6・8m、器高は5．5mを測り、色調は外面は

黒色、内面は黄灰色を呈する。119の内面は4方向に分けたヘラミガキの下にコテアテ痕がみ

られ、体部外面はヘラミガキ。色調は灰黒色一黄灰色を呈する。120は口径17．9cm、高台径7．2cm、

器高6・1cmを測る深めの椀であるO外面は体部中位よりやや下までヘラミガキもしくはヘラナ

デ、その下位はヘラ削り、内面は4方向に分けてヘラミガキしている。色調は外面が黒色、器

面の剥離した部分は淡黄灰色、内面は黒色で一部銀色の光沢がみられる。外面と同じく器面の

剥粧した部分は淡黄灰色を呈する。

121・122は丸味を持って言縁端部まで延びる。ヘラミガキの幅が他ののより狭く、内外面と

も密ではあるが、一定の方向性もなく雑然とヘラミガキされる。ヘラミガキの下にコテアテ痕

がみられる。外面下半ではヘラミガキの下に指頭圧痕と糸切り痕がみられる。断面三角形の高

台が貼り付けられている。121は口径16・2cm、高台径7．6cm、器高5．6cmを測る。色調は内外面

とも灰黒色を呈す。122は口径17．3cm、高台径6．6cm、器高6．3cmを測る。色調は灰黒色～灰白

色を呈する。123は口径16．2cm、高台径6・7cm、器高4．9cm、124は口径17・1cm、高台径6．1cm、

器高4・8cmを測る浅めの椀である。体部は丸味を持ち、口縁の傾きは小さい。体部は横方向の

ヘラミガキ、内底はジグザグにヘラミガキを施すO断面三角形の貼り付け高台であるが、124
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第54図　SDlOO出土瓦器椀実測図（3）
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第55図　SD100出土瓦器椀実測図（4）（1／3）

は一部が断面方形を呈する0123の高台内側には糸切り痕がみられる。色調は内面から体部外

面上半にかけて黒色を呈し、一部に銀色の光沢がみられるOその他の部位は灰白色を呈する。

125は体部から口縁まで丸味を持って延びるが、口縁部下位の外面を薄くくぼませる。調整は

高台周辺が横ナデのほかは、磨滅により不明、色調は言縁部黒色、その他の部位は淡黄褐色を

呈する。

白磁

椀（126－148）

126は言縁を小さい玉縁とし、高台は外面を直に内面を斜めに削り出しているO黄白色の釉

が薄く高台付近までかけられる。胎土は灰白色を呈する。釉には細かい氷裂が入り剥離してい

る部分がみられ、火熱による影響と考えられる0

127－136は、口縁を折り返し断面三角形の玉縁とする。126に比べ玉縁は大きく、体部は直

線的に外上方へ延び器肉は厚いO外底の削り出しが浅いため鹿部も肉厚であるO高台の幅は広

い。内底見込みには沈圏線をもつ。灰白色の釉が厚目にかけられているが体部外面下半は露胎

である。134は内底見込みに施釉されていない部分がみられる0133の釉色は黄色味を帯びてい

る。127～136の胎土は灰白色を呈する。

137は、高台が高く削り出されている以外は127－136と同じ特徴を示す。

138～143．147・148は高台の外面を直に内面を斜めに深く削り出し、高台は細く高い形状を

呈する。釉は高台部と体部の境付近、もしくは高台部までかけられている。胎土は灰白色を呈

する。138～140は口縁部を、ゆるやかに外反させる。138はやや小振りの椀で内底見込みに段

をもつ。釉色は白色の強い灰白色を呈する0139の高台は他のものと比べ低い。釉色は灰白色

を呈する。140は内面体部上位と見込みに沈圏線をもつ。141－143．147・148は言縁部を外反

させ端部を水平にする。釉色は灰白色を呈する。内面体部上位と見込みに沈圏線をもつ。141

は他のものと比べ体部に丸味をもつ。147・148は内面に櫛描文が施されている。
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144は口縁部を内湾気味におさめ、内底見込みは輪状に釉をカキ取っている小振りの椀であ

るO内面体部上位に沈線をもつO釉色は白色の強い灰白色で、体部下半は露胎である。胎土は

灰白色を呈する0

145は、言縁部を外反させ、体部が開く浅い椀であるO高台は細く低い。内面体部上位に沈

線をもつ。釉色は灰白色で、体部外面下半は露胎である。胎土は灰白色を呈する0

146は、体部下位で屈曲し、口縁部は直線的に延びるO　内底見込みは輪状に幅1・5cm、釉をカ

キ取っている。灰白色の釉が体部外面屈曲部までかけられている。胎土は黄色味を帯びた灰色

を呈する。

皿（149－159）

149は口縁部を外反させ端部を水平にし、内面見込みは輪状に釉をカキ取る。釉色は灰色で、

体部外部下半は露胎である。胎土は黄色味を帯びた灰色を呈する。

150～154は、鹿部がやや上げ底の平底皿である。体部は中位で屈曲し屈曲部の内面には沈線

がめぐる。150－153は内湾、154は外反する先細りの口縁部となす。釉色は150～153が黄白色、

154が灰白色で、体部外面下半は露胎である。胎土は灰白色を呈する。

155～157は口縁部を外反させ、内底見込みは輪状に釉をカキ取る高台付皿である。釉色は白

色の強い灰白色で体部下半は露胎である。

158．159は口縁端部の釉をカキ取った言禿の皿であるO釉は空色を帯びた灰白色、胎土は灰

白色を呈する。158は口縁部を外反させ、内底見込みに沈圏線をもつ高台付皿であるO外底は

露胎である。159は、口縁部を外反させ、外底の釉を拭い取っているO

龍泉窯系青磁

椀（160～166．168）

高台は断面形四角で、畳付より内側は露胎である。160は内外面とも無文、161は内面に花文

を片彫りする。162は体部内面の縦方向の片彫りの線しか破片からは伺い知れないが、雲文を

配した文様パターンであったと考えられる0163．164は内面にヘラ状工具に加え櫛状工具で文

様を施している。164は魚文を描いている。165は体部外面にヘラ状工具で条線あるいは蓮弁を

片彫りしている。内面にも片彫りがみられる。166は体部外面に脈入り蓮弁、休部内面は破片

で全体を知りえないが、蓬華の葉を施文している。168は体部外面に鏑蓮弁の文様をもつもの

で内底見込みには渦文を組み合わせた印文がみられる。釉調は106163・165・168がオリーブ

色、161．162・164・166が青緑色、胎土は灰色を呈する。

高台付皿（167）

内外面とも無文であるO釉はオリーブ色、胎土は灰色を呈する。

岡安窯系青磁

椀（169～172）
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第59図　SD100出土龍泉窯系青磁実測図

169～1711の体部は内湾気味に外上方へ延び、上位で屈曲し口縁部はかるく外反するO屈曲部

の内面には沈線をもち、内底見込みと体部との境に段をもつ。釉は灰オリーブ色で体部外面下
l

半は露胎である。胎土は黄色灰色～灰白色を呈す。170171は外面に櫛状工具で放射状に条線

を施し内面はヘラ状工具による片彫りと櫛状工具による雷光文が施されている0170は他のも

のと比べて大型である0

172の体部は直線的に外上方へ延びる。外面にヘラ状工具で放射状に条線を施し、内面はヘ

ラ状工具による片彫しりと櫛状工具による猫掻手の文様を施すO内底見込みの釉を輪状にカキ取

るO釉は鮮やかな緑色で、外面体部下半は露胎である。胎土は灰白色を呈する。

皿（173－178）

体部中位で屈曲し、口縁部を外反させる平底皿である。屈曲部の内面、体部と見込みの境に

段をもつ0

173－175は内外面無文で外面体部下半は露胎であるO釉調は173．174が緑灰色、175が黄灰色、

胎土は173．174が灰色、175が黄灰色を呈する0

176～178は内面にヘラ状工具による草文とみられる片彫りと櫛状工具による雷光文が施され

ている、全面施釉ののち、外底の釉をカキ取っている。釉色は176が青緑色、177・178が緑灰色、

胎土は176が黄灰色、177178が灰白色を呈するO

越州窯系青磁（179－182）　いずれも内底見込みと畳付に目あとを有するO

鉢（179）高台の上位まで施釉され、化粧土はみられない。I－1．b類かO

椀（180～182）180．182は細く低い輪状高台から直接的に延びる体部下半片である。全面施

釉の後、畳付の釉をカキ取っている。釉色は灰緑色で182の方がやや明るい。胎土は灰白色を

呈し、白色粒子を含む0181は断面四角の輪状高台から丸味を持って延びる体部下半片である。

釉色は緑色で、胎土は灰白色を呈し白色粒子を含む。初期高麗青磁である可能性が考えら
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れる。釉色は緑色で、胎土は灰白色を呈し白色粒子を含むO

杯（183）高台の削り出しは浅く、体部は直線的に外上方へ延びる。全面施釉の後、畳付の

釉をカキ取っている。釉色は淡緑灰色で、胎土は灰色を呈し、白色粒子を含む。

黒釉陶器椀（184・185）184はすっぽん口の天日椀の体部片、185は鹿部片である。釉色は青

みを帯びた漆黒色で、釉が薄くなる口唇部、露胎部との境付近は褐色を呈する。外面体部下半

は露胎であるO胎土は明赤褐色を呈するO

白磁（186）186は四耳壺もしくは水注の頚部片である。口緑は折り曲げられ、釉色は灰白色、

胎土は明灰色を呈する。

青白磁

小壺（187．188）187は体部に縦線を入れた瓜割形の壺で口緑部は欠失している。釉色は淡

黄灰色を呈し、高台畳付から内側は露胎である。胎土は淡黄灰色を呈する。188は、言縁部が

欠失している。釉色は黄灰色で外鹿部付近までかけられている。釉の剥離は著しいO胎土は白

色が強い灰白色を呈する。

合子（189～191）189は蓋で、側面には蓮華座を型押ししてつくる。天井部は大半が欠失し

ているが、文様の型押しが断片的にみられる。釉色は青灰色を呈し、内面は天井部のみ施釉さ

れている。胎土は白色を呈する。190は身で、側面に蓬華座を型押ししてつくる。釉色は青灰

色を呈し、蓋受け部、外鹿部には釉がみられない。胎土は白色を呈する。189・190は、口径・

蓮華座のつくり・釉や胎土の色調を同じくする。191は、蓋で側面に蓮華座、天井部に草花文

を型押ししてつくるO釉色は灰緑色を呈し、内面は天井部のみ施釉されているO胎土は灰白色

を呈する。

高麗青磁椀（193・194）いずれも体部上半欠失で、象嵌を施す。193は内底見込みに2種の

圏線、その周囲に蓮弁、さらに草文を配している。主に白い化粧土で象嵌され、一部に黒い化

粧土が使用されている。体部外面には2重の圏線をもつ0194は内底見込みに2重の圏線をもつ。

釉は灰緑色、胎土は灰色を呈する。全面に施釉され、畳付には粗い砂粒が付着する。

陶器

鉢（195・204）口緑部を折り返し、玉線状とする。言縁部内面と体部外面下位に目アトを有

し、195は口端部下位に耳を貼り付ける。釉は暗褐色、胎土は195が橙灰色、208が紫灰色を呈

する。

四耳壺（196～198）196は口縁部、体部下半、耳を欠失する破片資料からの復元。肩部外面

に波状の沈線をもち、口縁内面に目アトを有する。釉は褐色、胎土は淡黄灰色を呈する。197は、

肩部より上位の破片資料。釉は灰緑色、胎土は灰色を呈する。198は、内側を挟り蛇の目状を

なす鹿部片で、釉、胎土は197に似ており同一個体か。

四耳付長壺（199）口縁部を折り返し、内面に目アトを有する。釉は褐色、胎土は小豆色。
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第62図　SD100出土黒釉陶器．白磁・青白磁・高麗青磁実測図（1／3）

長瓶（200）口縁は短く、やや開く。体部中位のやや上に最大径をもつ。鹿部は内側を決り、

蛇の目高台状をなす。釉は灰オリーブ色、胎土は明赤褐色を呈する。

201は、細く幅が広い高台状の鹿部で、畳付はほとんどない。釉は緑色、胎土は灰色を呈す

る202は細く低い高台状の鹿部で釉は灰緑色、胎土は淡灰褐色を呈する0

203は、器表が明褐色、胎土が赤味を帯びた灰色を呈する壺であるO

平鉢（205）口緑部に明橙色の釉が薄くかけられ、胎土には砂粒を含み、明橙色を呈するO

胎土には砂粒を含み、灰色を呈するO

盤（206・207・212）206は内底に印文を有し、内面に緑色の釉がかけられ、外側はヘラ削り

されるO胎土は灰白色を呈し木目細かい。207は鉢の可能性もあるO　言縁を断面四角形にし、

釉は明褐色、胎土は橙色を呈する0212は、内底に鉄絵の魚文をもつ黄釉の盤である。灰緑色

ないし灰黄色の釉が、内面から外面体部上位までかけられる。胎土には砂粒を多量に含み、赤

褐色を呈するO
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第66図　SD100出土滑石製石鍋実測図（1／4）

平皿（208～211）釉は灰緑色、胎土は橙灰色を呈する。

瓦質土器鉢（213－215）口緑部は肥厚し、内面はパケメ、213・215には摺目がつく、口縁部

は横ナデ。上からの混入であろう。

陶器　216は備前焼摺鉢0217は古瀬戸胴部片。上からの混入であろう。

棒状土製晶（218）先端部は窄まり断面方形を呈する。胎土には粗い砂粒を多量に含み、橙

灰色を呈する。

鞴羽口（219・220）胎土には粗い砂粒を多量に含み、淡褐色を呈する。219は先端部がわず

かに残存し、2次加熱を受けガラス質化しているO

土錘（221．222）221は全長4．3cm、径0．9cm、222は全長4．4cm、径1．1cmを測るO棒状のもの

であるO

須恵器片口鉢（223）口縁端部を上方へつまみ出すO色調は口縁端部が灰黒色、その他の部

位は灰色を呈するO

滑石製石鍋

224は復元口径18・6cmを測るO体部は片言鉢状の形状を呈し、口縁部より1．4cm下方に断
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第67図　SD100土出石製品実測図（1／3）

面三角形の鍔をめぐらせる0225～228は内湾する体部をもつ、225は器周が3／4残り、口径20・6cm

を測る。鹿部は欠失。口縁部より2・Ocm下方に断面台形の鍔をめぐらせるO内面から外面は鍔

上面にかけて研磨による仕上げがなされているが、内面には一次加工時のノミによる削痕が残

るO鍔より下位はノミによる数段の横方向の削痕がみられるが、煤が付着しており明瞭には観

察できない0226～228は方形の耳をもつ、226は器周残1／4から復元口径23．5cmを測り、鹿部は

欠失。227は器周残1／2弱からの復元口径18．6cmを測り、鹿部と体部の境のやや下から欠失して

いる0　228は器周が完存し、平面形は隅丸方形を呈するO対角線上の口径33・2cmを測り、鹿部

と休部の境のやや下から欠失0226～228の口縁端部より両面は丁寧な研磨仕上げがなされ、外

面はノミによる数段の横方向の削痕がみられる。228は下層出土の破片と接合。
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滑石製品

組付きコテ状工具（229～231．233）小判形を呈し、紐に穿孔されている。229は紐の上部が

欠失しているが、孔が3個所残り、さらにもう1個あったとみられる。2個所の孔に鉄がのこ

る。230は平面正方形の紐をもつ0231は高さ2・4cmの紐をもち、下位に孔をもつ。233は体部か

ら穿孔される。

232は方形の板で、表面は研磨されている。針状工具による線刻がある。

砥石（234～236）研ぎ面は234が3両、235は4面とも、236は1両使用している。

木製品

237は櫛で歯先はほとんど残存しない。238は箸で、両端を尖らせる。239は、両端に径0．1cm

の孔を木目と平行に穿つ板で、厚さ0．7cmを測るO両端に加工の痕跡はみられないが、孔との

間隔は等しく、折損によるものではないとみられる。240は、中心に径0．5cmの孔の中心から約

3・5cmの位置に3個所径0・3cmの斜めの孔を穿つ円板で径8．5－9・5cm、厚さ0・8cmを測る。241は、

曲物の蓋あるいは底板で、復元径12・6cm、厚さ0．7cmを測る。

下駄（242～244）242は小児用の下駄で両端が欠損し、残存状態は良くないO歯の磨滅から右

足用である0243は下駄の差し歯で、上方に柄ををもつ、254は対で、前方が幅広になっている

小判形を呈し、指に触れる部分に磨痕がみられる。

SD216出土土器（第69図、図版60）

土師器小皿、杯、丸底杯、瓦器椀片、白磁椀Ⅳ類片が出土した。

土師器

小皿（5・6）鹿部はヘラ切りで、板状圧痕がみられる。体部は横ナデ、内底はナデO口径9．2．

9．5cm、底径7．5・7．6cm、器高1．01．4cmを測るO

杯（8）鹿部はヘラ切りで、板状圧痕が、みられる。調整は小皿と同じ。口径15．8cm、底径

11・8cm、器高2・3cmを測る。

丸底杯（7）磨滅により調整は詳細不明。口径15．2cm、器高3．5cmを測る。

SD101出土遺物（第69図）

土師器小皿（6）口縁部欠失O鹿部は糸切りで板状圧痕はみられない。体部から内底まで

横ナデ、胎土は精良で淡黄褐色を呈する。底径4．8cmを測る。

土錘（5）全長4．3cm、径1．7cmを測る紡錘形の形状をとる。

SD216

第69図　溝出土遺物実測図（1／3）
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金属製品（第70図、図版60）

各遺構出土のものをまとめて述べる。1～20は鉄製品である。1はノミか。2は小刀の柄と

みられる。3は器種不明の鉄片である。4～7は刀子である。6ほほほ原形をとどめており、

残存長8・6cm、幅1．3cm、厚さ0．4cmを測る。8はかすがいである。9～20は釘である。頭の部

分を折り曲げている021．22は銅製品である。21は器種不明の棒状製品である。22は鈴で全長

3・6cm、胴部最大径3・2cmを測るO

銅銭（第70図、図版60）

いずれもSDlOOからの出土で、北宋銭である。23は至和○寳（Oの部分は欠失）024は輿寧重

賓で初鋳年は神宗の1068年、25は元祐通賓で初鋳年は哲宗の1086年である。

挿　 図 － 口　 径 器 高 底径（cm） 挿 図 口　 径 器 高 底径（cm）、 挿 図 口　 径 器 高 底径（0m）

番 号 （cm ） （cm ）1 （高台径） 番 一号 （cm ）． （cm ） （高台径） 番 号 （cm ） （cm ） （高台径）

SK O l 18 8 ．9 1 ・1 6 ・4 小　　　　　 皿

黒 色 土 器 （椀） 19 8 ．9 1 ．1 7 ・6 36 9 ．1 0 ．9 7 ・2

1 15 ．4 6 ．1 7 ・7 20 9 ・3 1 ・3 6 ．8 37 （9 ・2 ） 1 ．2 （7 ・4）

SK O 5 21 9 ．3 1 ・3 7 ・5 38 9 ．2 0 ．8 7 ・8

小　　　　　 皿 杯 SX 24

4 10 ・2 1 ．0 7－．3 22 15 ．9 3 ・0 12 ．3 小　　　　　 皿

黒 色 土 器 （椀 ） 瓦　　 器　 （椀 ） 3 9 8 ．0 1 ・1 6 ．7 －

6 16 ．0 6 ．3 7 ．5 23 （17 ．2 ） 5 ．5 7 ．8 4 0 （8 ・4） 1．2 （6 ・4）

S K 2 01 SK 68 杯

小　　　　　 皿 小　　　　　 圓 41 11 ．7 3 ・1 7 ．5

7 9 ・7 1 ．0 6 ・7 2 7 7 ．7 0 ・9 6 ．2 42 12 ．4 2 ．7 7 ．9

杯 －2 8 8 ．5 1 ・2 6 ．6 43 （12 ．5 ） 2 ．8 8 ・0

8 15 ．8 2 ．5 1 1 ・4 － 2 9 8 ．9 1 ・3 6 ．5 44 （12 ．6 ） 2 ．8 （7 ．7）

瓦　 器　 （埠 ） 杯 SX 36

9 （17 ．0 ） 30 （12 ．8） 2 ．7 （9 ．9 ） 小　　　　　 皿

S K 2 14 S K 245 4 5 8 ．0 1 ．3 5 ・6

小　　　　 叫 研 磨 土 器 （椀） 杯

1 1 8 －．6 1 ．1 6 ．3 32 （16 ・8 ） 5 ・7 （6 ・5） 4 6 12 ・0 2－．7 7 ．5

1 2 8 ・9 0 ．8 6 ・7 SK 55 S X 53

1 3 9 ．1 －1 ．3 7 ・2 杯 小　　　　　 皿

14 10 ．2 1 ．0 8 ・8 39 （13 ．6） 2 ．4 （8 ・6） 47 （9 ．2 ） 1 ．1 6 ・3

丸　　 底　　 杯 SK 6 3 SX O3

15 （15 ．0） 3 ・1 小　　　　　 皿 杯

瓦　　 器　 （椀 ） 34 9 ・8 1 ・1 7 ・7 48 14 ．8 2 ．5 10 ．8

16 16 ・4 5 ．5 6 ・8 S K 64 SX 58

SK 22 2 小　　　　　 皿 小　　　　　 皿

小　　　　　 皿 35 （9 ．9） 1 ．2 （7 ．1） 4 9 （9 ．6） 1 ．2 （7 ・7）

1 7 8 ．7 1 ．2 7 ．3 S X 31

第3表　土砿出土土器計測表　　　（括弧内の数値は復元借）
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挿 図 口　 径 器 一高 底径（cm） 挿 図 口　 径 器 高 底径 （cm） 挿 図 口　 径 器 高 底径（cm）

番 号 （cm ） （cm ） （高台径） 番 号 （cm ） （cm ） （高台径） 番 号 （cm ） （cm ） （高台径）

小　　　　　 皿 6 2 9 ．4 1 ．3 6 ・9 6 8 1 4 ．2 2 ・4 1 0 ．0

5 5 8 ．8 1 ．1 7 ．1 6 3 9 ．4 1 ．0 7 ．0 6 9 14 ．5 2 ．9 9 ．3

5 6 9 ・0 1 ．4 6 ．9 6 4 9 ・4 0 ．9 7 ．8 7 0 14 ．5 2 ．9 1 1 ．4

5 7 9 ・0 0 ．9 7 ・5 6 5 9 ．8 1 ．6 9 ．0 7 1 14 ．8 3 ．1 1 0 ．5

5 8 9 ．1 1 ．1 7 ．0 高 台 付 小 皿 72 14 ・8 2 ・8 1 0 ．8

5 9 9 ．2 1 ．0 8 ．1 6 6 10 ．5 2 ・2 5 ・8 7 3 1 5 ．1 2 ・8 1 0 ．2

6 0 9 ．3 1 ・2 7 ．6 杯 74 1 5 ．3 2 ．7 1 0 ．4

6 1 9 ．3 1 ・1 7 ．6 6 7 14 ．1 3 ・1 9 ．3　－

SX51出土土器計測表

小　　　　　 皿 10 1 0 ．3 1 ・2 8 ．1 18 14 ．5 5 ．5 7 ・4

1／ 9 ．4 1 ・8 ．6 ．7 11 1 0 ．．5 1 ．4 7 ・4 19 1 5 ．0 5 ・6 7 ・5

2 9 ．6 1 ・6 6 ．6 12 1 0 ・6 1 ．4 7 ．8 内 黒 土 器 （椀 ）

3 9 ．6 1 ．5 7 ・0 13 1 0 ・6 1 ・8 8 ．4 20 14 ．6 5 ・5 7 ．5

4 9 ．8 1 ・3 7 ．7 無　 高　 台　 椀 2 1 1 6 ・8 6 ・1 8 ・0

5 9 ．9 1 ・3 7 ・6 14 1 5 ．5 3 ・8 黒 色 土 器 （椀 ）

6 10 ・0 1 ・4 7 ．6 椀 22 1 5 ．0 6 ・9 8 ・4

7 1 0 ・0 1 ・2 7 ．8 15 14 ．5 6 ・1 9 ．4 研 磨 土 器 （椀 ）

8 10 ．1 1 ・3 7 ．4 16 1 4 ・2 2 3 1 5 ．8 5 ・8 6 ・3

9 1 0 ・2 1 ．5 6 ．9 17 1 5 ・4 5 ．4 8 ．3

SDO1出土土器計測表

S D 12 黒 色 土 器 （椀 ） 16 11一5 2・2 10．0

椀 7 （14．0） 椀

1 15．0 6・4 9．1 内 黒 土 器 （椀 ） 14 （14．0） 5．5 （6・7）

S D 14 8 －（6・8） 黒 色 土 器 （椀 ）

黒 色 土 器 （椀 ） SD 10 2 15 7・0

2 （14 ．0） 内 黒 土 器 （椀 ） SD 2 1

S D 26 10 （8．0） 小　　　　　 皿

内 黒 土 器 （椀 ） SD lO 4 17 （8・2）－ 1 ．2 （5．8）

3 （14．0） 小　　　　　 皿 杯

4 7 11 10 ．5 1．2 7．8 18 11．7 1．・9 8．3

5 （6．3） 内 黒 土 器 （椀 ） 椀

黒 色 土 器 （椀 ） 12 （15 ・5） 4．9 （6・8） 19 6 ・8　－

6 （16・0） SD lO 5

S D lO l 小　　　　　 皿

第3表　溝出土土器計測表
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挿 図 口　 径 器 高 底径 （cm） 挿 図 口　 径 器 高 底径 （cm） 挿 図 口　 径 器 高 底径 （cm）

番 号 （cm ） （cm ） （串台径） 番 号 （cm ） （cm ） 高台径） 番 号 （cm ） （cm ） （高台径）

S D l O 0下 層 1 1 8 ．9 0 ・8 7 ．2 4 7 1 4 ．8 2 ．9 1 0 ・3

小　　　　　 皿 12 9 ・0 1 ．1 6 ．8 4 8 14 ・8 2 ．8 1 0 ．5

1 8 ．5 1 ・1 6 ・5 1 3 9 ．0 0 ．9 7 ・3 4 9 14 ・9 2 ．4 1 2 ．1

2 9 ．0 1 ．2 7 ．1 14 9 ．1 1 ・3 6 ・9 5 0 1 5 ．0 2 ・6 11 ．4

3 9 ・0 1－．2 8 ．0 1 5 9 ・1－ 1 ．2 7 ．2 5 1 1 5 ．1 2 ・8 10 ．3

4 9 ．2 1 ・25 7 ・1 1 6 9 ．1 1－・0 7 ・7 5 2 1 5 ．3 3 ・3 10 ・9

5 9 ．2 1 ．2　－ 7 ．5 1 7 9 ．1 1 ．2 7 ．8 5 3 1 5 ・3 2 ．5 1 1 ・4

6 1 0 ・1 1 ．3 8 ．4 1 8 9 ・2 1 ．0 6 ．4 54 1 5 ．3 2 ．9 1 2 ．1

7 9 ．5－ 1 ．0 7 ．6 1 9 9 ．2 1 ・3 7 ．8 5 5 1 5 ．5 3 ・2 1 1 ．0

杯 20 9 ．3 1 ・1 7 ．1 5 6 15 ．5 2 ・3 1 2 ・1

8 1 4 ・6 3 ．1 1 1 ・5 2 1 9 ・3 0 ．9 7 ・1 5 7 1 5 ．7 2 ・7 1 0 ・9

9 1 5 ．7 2 ・8 1 1 ．9 2 2 9 ・4 1 ・4 7 ，1 5 8 1 5 ．8 3 ．4 1 0 ．5

丸　　 底　　 杯 23 9 ．6 1 ．1 7 ．9 5 9 1 5 ．9 2 ・7 1 2 ．4

1 0 1 5 ．7 3 ．1 24 9 ・6 1 ．2 8 ．0 6 0 1 6 ・0 2 ・7 1 1 ．6

瓦　 器 （小 一皿 ） 25 9 ．7 1 ・1 7 ．9 6 1 1 6 ・1 3 ・1 1 1 ・2

1 1 1 0 ．3 2 ・1 8 ．2 2 6 9 ．7 1 ．5 7 ・8 6 2 1 6 ．7 3 ．0 1－2 ・2

瓦　 器　 （椀 ）－ 27 9 ・7 1 ．4 8 ・0 6 3 1 2 ．0 3 ．1 7 ．6

1 2 1 6 ．6 5 ．5 7 一7 2 8 9 ・8 0 ・9 8 ・0 6 4 1 2 ・1 2 ．5 8 ．4

1 3 1 7 ・5 5 ．2－ 8 ・5 2 9 1 0 ・0 1 ．0 8 ．4 6 5 1 2 ・9 2 ・7 8 ・8

1 4 1 6 ・7 3 0 1 0 ・0 1 ．0 8 ．4 6 6 14 ．0 2 ・8 1 0 ．3

1 5 17 ．6 5 ・8 6 ．4 3 1 10 ・3 1 ・2 7 ．6 6 7 14 ．8 2 ．18 7 ．2

1 6 1 6 ・0 4 ．8 6 ．3 3 2 10 ・3 1 ．4 8 ．0 6 8 1 5 ．2 2 ・6 9 ．6

17 1 6 ．8 4 ・9 6 ．5 3 3 1 0 ．3 1 ・7 8 ・2 6 9 1 6 ．0　　 2 ．7 1 1 ・3

18 ・17 ．0 5 ．5 6 ．0 3 4 1 0 ．4 1 ．5 7 ・8 丸　　 底　　 杯

19 1 7 ．0 3 5 1 0 ・4 1 ・3 7 ．9 7 0 1 5 ．3 3 ・4

S D lO O 3 6 8 ．2 1 ・3 6 ．3 7 1 1 5 ・6 3 ．4

小　　　　　 皿 3 7 8 ．9 0 ・9 6 ・4 7 2 1 5 ．7 3 ・3

1 8 ．0 1 ・1 6 ・1 3 8 8 ．7 0 ・8 6 ．1 ． 73 1 5 ．3 3 ．5

2 8 ・1 0 ．9 6 ・7 3 9 8 ．9 0 ．9 6 ．4 7 4 1 5 ．9 3 ．0

3 8 ・2 1 ．1 6 ・7 4 0 9 ・0 1 ．1 6 ．9 7 5 （16 ．0） 3 ・5

4 8 ．5 1 ・－3 6 ．5 4 ．1 9 ．2 1 ・4 7 ．4 7 6 1 7 ．3 3 ・5

5 8 ・5 1 ．0 6 ．8 4 2 9 ．2 0 ．8 7 ．9 瓦　 器 （小 皿 ）

6 ． 8 ．5 1 ．2 7 ．0 4 3 9 ．5 1 ・3 6 ・8 7 7 9 ．8 1 ・9 8 ．4

7 8 ・5 1 ．1 7 一0 4 4 9 ・6 1 ．1 7 ．1 7 8 9 ．9 1 ・7 8 ・2

8 8 ・6 1 ・2 6 ．8 4 5 9 ・7 0 ．8 7 ．8 7 9 1 0 ．2 2 ．0 8 ．0

．9 8 ．8 1 ．4 6 ．5 杯 80 1 0 ．7 2 ・1 8 ．8

－10 8 ．9 1 ・2 6 ・7 4 6 14 ．3 2 ・6 9 ．7 8 1 1 0 ・8 2 ・0 8 ・8

第3表　SD100出土土器計測表出

－109　－



挿 図 口　 径 器 高 底径（cm） 挿 図 口 径 器 高 底径．（0m） 挿 図 口　 径 器 高 底径（cm）

番 号 （cm ） （cm ） （高台径） 番 号 （cm ） （cm ） （高台経） 番 号 （cm ） （cm ） （高台径）

8 2 1 0 ．9 2 ・2 9 ・4 9 6 1 7 ．4 5 ・3 8 ・1 1 1 1 1 6 ．8 5 ．5 6 ・6

8 3 － 11 ．0 1 ．9 9 ．5 9 7 1 7 ・4 5 ・2 6 ・2 1 1 2 1 7 ．0 5 ．2 6 ・6

瓦　 器　 （椀 ） 98 1 7 ．2 5 ．4 5 ．7 1 1 3 1 7 ．2 5 ・4 （6 ．4 ）

84 ．16 ．．・5 5 ．0 6 ・8 9 9 （17 ・2） 5 ・4 7 ．2 1 1 4 （16 ．0） 4 ・8 （6 ．2 ）

8 5 1 6 ・5 5 ．1 7 －・1 1 0 0 1 7 ・4 5 ．3 7 ．1 1 1 5 1 7 ．0 5 ・2 7，・8

8 6 1 6 ・5 5 ．4 6 ．5 1 0 1 1 7 ．4 5 ．4 8 ．1 1 1 6 1 6 ・9 6 ・2 6 ・3

8 7 1 6 ．5 5 ．3 7 ．2 1 0 2 1 7 ．4 5 ・6 （7 ・8 ） 11 7 1 7 ．8 6 ・2 5 ・7

8 8 1 6 ・6 5 ．4 7 －・2 1 0 3 1 7 ．4 5 ．6 8 ・0 1 1 8 1 7 ．1 5 ・5 6 ．8

8 9 ．16 ・8 5 ．1 6 ．5 1 0 4 1ウ・5 5 ・4 7 ・2 1 1 9 1 7 ．2 5 ．4 7 ．0

9 0 1 7 ．0 5 ．2 　7 ．3 1 0 5 1 7 ・7 5 ．1 7 ．8 1 2 0 1 7 ．9 6 ・1 7 ．2

9 1 1 7 ・1 4 ・7 7 ．6 1 0 6 － 17 ．9 1 2 1 1 6 ・2 5 ．6 7 ・6

9 2 1 6 ・9 4 ．5 7 ．0 1 0 7 （15 ．9） 5 ．2 7 ．1 1 2 2 1 7 ．3 6 ．3 6 ．6

9 3 1 7 ・1 5 ．1 7 ．5 1 0 8 （16 ．1） 5 ．1 （7 ．1） 12 3 1 6 ・2 4 ・9 6 ・－7

9 4 1 7 ．1 5 ．2 7 ・1 1 0 9 （16 ・6） 5 ．1 （7 ・7 ） 12 4 －17 ．1 4 ．8 6 ・1

9 5 1 7 ．5 4 ．7 7 ・4 1 1 0 16 ．3 5 ．3 7 ．7 1 2 5 1 7 ．1 5 ・7 6 一5

第3表　SD100出土土器計測表（2）

ヘ ラ 切 り　　　　　　 ／　　　　　 糸 切 り

聖 一 一 一 一 也 0　　　 1 2 p O　　 1 3 P O

1 5

1 0

5

0 c m

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　 ．
霊 一 － 一　 戸帯 下 層 ． 慧 ；1 霊 S X 3 6 S X 2 4

（ Ⅰ －3 A ）　　　　　　　　　　　　 （Ⅰ －2 ）（Ⅰ －4 ） （Ⅰ －5 A ） （Ⅱ －5 B ）

口 径 ・－．．．一一．一一

一．．－1．一一．・－．，

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ゝ一一一
一一一一一一一＿

底 径 ・一一一一一一一一一＿一一

1　．．
口 径 ．－　　　　　　　　　　　 －－－－－－－－－－－．

－
－－－．．

ヽ－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ

ヽヽ
ヽ

底 径　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’、、 ．一一一一．．．・，．－．．

　 ＼　　　 ノ／一

〉
器 高 一 一 一一 一一 一 一 一 一 ． ．・ － ． ・ ．． ．． ・ ・ ・ ・ ． ・ 一 、 ・ 、 ， ． －． ． － － ・ ． ．一 ． ． ． ・ ．． ． ． ．． ． ・． ・ － ．

器高

第4図　土師器　法量の変遷　　　　　　小皿
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Ⅴ　小　結

遺構の時期

出土遺物の項で述べた通り、掘立柱建物の柱穴掘り方から出土する遺物のほとんどは細片で、

法量を計測できず、形状も部分的にしか知りえない。比較的良好な残存状態でまとまって遺物

が出土する溝や土砿ほど細かく時期を比定できない。以下、建物の時期を4期に大別し、さら

に主軸の方位により細分した。

Ⅰ期　　　ほぼ北に方位をとる………SB13．18・22・24・27・29・32・34．39・62．111

Ⅱ期

5。前後西偏する…………‥SBOl・02・04・10．16・20．21・26．45．101・107・110

7。30′前後西偏する………‥SBO8・09・14　10。前後西偏する………SB11．30・65

その他………………………SB47（N5。E）・SB48（NlO。E）・SB115（N15。W）

5。前後西偏する…………‥SB89・95　　　　7。30′前後西偏する………SBO5・19

Ⅱ～Ⅲ期　ほぼ北に方位をとる………SBO3・67・69・75・84・98．140

Ⅲ期前半

Ⅲ期

5。前後西偏する…………‥SB96

7。30′前後西偏する………‥SB72・77・79・80・82・87・90・91

10。前後西偏する…………．SB17・66

5。前後西偏する……………SB92

5。前後西偏する…………‥SBO7・33・61・97　7。30′前後西偏する………SB80

10。前後西偏する…………・SBO4・74・76・83

Ⅲ～Ⅳ期　ほぼ北に方位をとる………SBO3

Ⅳ期

7。30′前後西偏する……・．・．・SB70

5。前後東偏する…………‥SB46

ほぼ北に方位をとる………SB71

5。前後西偏する　………SB88

10。前後西偏する………SB66・86

5。前後西偏する　………SB99

7。30′前後西偏する………‥SB92

Ⅰ期の建物の柱穴掘り方から鹿部ヘラ切りの土師器小皿片・SDOl出土のものと同じ形状を

とる黒色土器椀片が出土しており、11世紀代に比定される。Ⅱ期の建物の柱穴掘り方からは、

鹿部ヘラ切りの土師器小皿・杯片に伴って、瓦器椀片や白磁片が出土しており、12世紀前半に

比定される。Ⅲ期の建物の柱穴掘り方からは、鹿部糸切りで、板状圧痕がみられる土師器、小

皿．杯片．瓦器椀片．白磁片に加え龍泉窯系・岡安窯系青磁片が出土しており、12世紀中頃か

ら13世紀後半に比定される。Ⅳ期の建物の柱穴掘り方からは、鹿部に板状圧痕がみられない、

糸切りの土師器小皿、杯片、言禿の白磁片、龍泉窯系青磁小椀Ⅲ類片が出土しており、14世紀

を中心とする時期に比定される。主な溝、土蛇の時期は表にまとめた。
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大溝SD100の性格

SDlOOは、現在早良平野に残る条里地割りに沿って検出された。早良平野では、西区下山門

遺跡で条里方位の杭列、下山門敷町遺跡で条里方位の溝が検出されているが、SD100は下層出

土の遺物から12世紀前半に造営の時期を求められ、律令制崩壊の時期にあたる。当遺跡を荘園

の一部として考える場合、律令制度における公地公民制度が崩壊し荘園領主土地の私有地化を

進めていく上で、新田開発は必要不可欠であり、大規模に自然環境を改変しなければならなかっ

た。残された最大の可耕地である沖積地の開発が本格的に行なわれるまでには、荘園領主の貧

欲なまでの利益の追求に加え、土木技術の進歩を考慮しなければならないだろう。当調査区域

では水田等の生産に関する遺構の検出はされなかったが、大溝SDlOOは沖積地の新田・居住地

の開発にはまず欠かせない河川の氾濫、浸水を防ぎ、農業用水の供給源として、機能したであ

ろうO

出土土器について

在地土師器の各遺構毎の法量の平均値の変遷は第4表に示す通りである。小皿や杯の外底に

みられた板状圧痕は、SX24の段階で消失するO　当遺跡において輸入陶磁器の出土量が飛躍的

に増大するのは、筑前地方に通有の12世紀前半で、それに伴って国内からの搬入土器も少なか

らずみられるようになる。その内のSDlOO下層出土の東播系須恵器（第48図）は、同時期に造

営された福岡県筑紫野市武蔵寺経塚の第八号経塚の外容器として使用された片口鉢、第九号経

塚の外容器として使用された広口壺（頸部以上は打ち欠き）と形態を同じくするO SDlO0出土

の土師器杯（第50図66）は底径が小さく体部は丸味をもち、他と異なるO豊前地方からの搬入

品か。瓦器椀についても、形態、法量、手法を異にするものがみられた。今後、他地域の資料

と対比、検討を重ね、生産地の同定、消費地への流通等を明らかにしていかねばならない。滑

石製石鍋についても同様で、自然科学的な分析も必要である。一方、六古窯の内、瀬戸焼、備

前焼が当遺跡で見られるのは、14世紀まで下降するO

陶磁器の分類は大宰府史跡分類（横田賢次郎・森田勉「大宰府出土輸入陶器について」『九

州歴史資料館研究論集4』1978）によったが、欠落する資料については博多出土貿易陶磁分類

表（福岡市教育委員会『福岡市高速鉄道関係埋蔵文化財調査報告Ⅳ　博多（1）別冊』1984）で

補なったO土師器の分類は、福岡県教育委員会『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告

2・3・6～9』1975－1980、太宰府市教育委員会『大宰府条坊跡Ⅱ』1983を参考にしたO山本信夫

氏（太宰府市教育委員会）からは、陶磁器．土師器について有益なご教示を裁いたO記して感

謝する次第であるO
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図 版
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図版1

L a区西半空中写真（下が北）

2．a区東半空中写真（左が北）



L C区空中写真（左が北）

2・a区東半空中写真（上が北）



図版3

11b区北半空中写真（左が北）

2・b区南半空中写真（左が北）



図版4

1．d区全景（東から）

2．d区SDOl（南から）



調査区空中写真



図版6

a区西半とb区北半（東南から）



図版7

L a区西半掘立柱建物群（南から）

2．a区西半掘立柱建物群（西から）



図版8

L a区東半掘立柱建物群（南から）

2．a区西半掘立柱建物群（南東から）



図版9

1．a区北西掘立柱建物群（西から）

2．a区南東掘立柱建物群（南から）



図版10

1．a区西半中央掘立柱建物群（西から）

2・a区西半掘立柱建物群（西から）



l．b区SB79・SB80（上が北）

2．b区SB89・SB95（上が北）
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11b区SB82（右が北）

2・b区SB77（下が北）
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L b区北側掘立柱建物群（左が北）

2．C区SBl18・SBll9（上が北）



図版14

1．C区東北掘立柱建物群

2・C区西半掘立柱建物群
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L C区SB104（北から）

2・C区南西掘立柱建物群



L SEO3（右が北）

21SEO3断面（北から）
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L SEO4（上が北）

2，SEO6（上が北）
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L SEO5（上が北）

2・SEO5断面（南東から）
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1．SEO7（左が北）

21SEO7断面（東から）
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l．SEO8・SEO9（上が北）

2．SEO8断面（西から）
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L SEO1

2・SE10断面（東から）



図版22

2

L SEO2（SD100内）

2．PitOl（西から）
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L SD100南側

2．SD100土層（南から）
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1．b区周辺（南上空から）

2．b区周辺（北上空から）
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1．SKO1（南から）

2・SKO1副葬遺物（北から）
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1．SB47柱穴（西から）

2．SKO5（東から）
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L SK17（東北から）

2．SK20（南から）
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L SX51（右が北）

2・調査区域と周辺
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掘立柱建物・Pit出土遺物
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図版31

Pit出土遺物（2）
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SEO1
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井戸出土遺物



図版33
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土拡出土遺物（1）
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SK222

土砿出土遺物（2）
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図版35

土拡出土遺物（3）
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SX51出土土師器



図版37

SDO1出土土器
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溝出土遺物
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図版39

SD100下層出土土器
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図版41

SD100下層出土青磁椀・須恵器
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SD100出土土師器小皿
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図版43

SD100出土土師器杯（1）
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SD100出土土師器杯（2）
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SDlOO出土土師器杯・小皿・椀
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SD100出土瓦器椀（1）
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図版47

SD100出土瓦器椀（2）
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図版49

SD100出土白磁椀（1）
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図版51

SD100出土白磁皿・龍泉窯系青磁椀
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SD100出土同安窯系青磁椀
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図版53

SD100出土同安窯系青磁皿・越州窯系青磁
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図版55

SD100出土高麗青磁



図版56

一筆誓一一一五悌・．－メニー上一卿

鶉

200

217

195

214

SDlOO出土陶器・瓦質土器・鞴羽口

220



図版57

SD100出土石製晶
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図版59

SD100出土木製品（2）
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